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十和田・八幡平国立公園の八甲田山
には湿原や池が多数あり、春から秋
までは高山植物を見ながらハイキン
グができます。睡蓮沼は北八甲田と
南八甲田の間、国道103号線沿いに
位置し、大岳、小岳、高田大岳など
を背景に春のミズバショウや初夏の
レンゲツツジなど、様々な植物が楽
しめます。酸ヶ湯、猿倉、谷地、蔦
など温泉にも近く人気があります。
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〈法人会〉

【
鹿
児
島
】
鹿
児
島
弁
の
ご
当
地
ヒ
ー
ロ
ー

「
薩
摩
剣
士
隼
人
」
が
出
演
す
る
租
税
教
育

教
材
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
鹿
児
島
法
人
会
（
鹿
児
島
）

青
年
部
会
が
作
成
。
鹿
児
島
市
内
の
全
小
学

校
（
離
島
を
含
む
）
に
配
布
し
た
。

　

Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
地
区
租
推
協
、
学
校
と
協
力
し
、

制
作
し
た
。
地
元
Ｔ
Ｖ
で
紹
介
さ
れ
た
ほ
か
、

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

（「
税
金　

薩
摩
剣
士
隼
人
」
で
検
索
）

　

鹿
児
島
市
内
で
は
、
租
税
教
室
は
ま
だ
、

全
校
実
施
に
至
っ
て
お
ら
ず
、
租
税
教
室
が

行
わ
れ
な
い
学
校
で
も
、
教
材
を
提
供
で
き

な
い
か
と
い
う
こ
と
で
企
画
さ
れ
た
。

　

同
青
年
部
会
は
こ
の
ほ
か
、
租
税
教
室
を

開
催
し
た
際
に
は
、
最
後
に
薩
摩
剣
士
が
登

募
を
募
っ
て
い
た
が
、
ミ
ニ
コ
ミ
紙
に
取
り

上
げ
て
も
ら
う
な
ど
し
て
、
少
し
ず
つ
認
知

度
を
上
げ
て
い
る
。

　

一
件
あ
た
り
の
金
額
は
小
さ
い
が
反
響
は

大
き
い
。
特
に
、
財
政
難
で
自
治
体
か
ら
の

補
助
金
を
削
ら
れ
、
寄
付
金
集
め
に
奔
走
し

て
い
た
団
体
等
か
ら
は
好
評
で
、「
充
実
し

た
内
容
で
行
う
こ
と
が
で
き
た
」「
物
品
確

保
の
た
め
の
一
助
と
し
て
、
大
い
に
役
立
っ

た
」
な
ど
、
感
謝
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
今
ま
で
関
係
が
な
か
っ
た
団
体

や
グ
ル
ー
プ
と
接
す
る
機
会
が
増
し
、
法
人

会
の
認
知
度
も
高
ま
っ
て
い
る
。

【
串
木
野
日
置
】
国
の

研
究
機
関
や
自
治
体
が

行
っ
て
い
る
公
募
型
の

助
成
金
事
業
を
参
考
に
、

串
木
野
日
置
法
人
会
（
鹿
児
島
）
が
、
地
元

で
活
動
す
る
団
体
等
に
限
定
し
て
行
う
、

「
公
募
型
地
域
振
興
助
成
制
度
」
を
始
め
た

と
こ
ろ
人
気
と
な
っ
て
い
る
。

　
「
イ
ベ
ン
ト
代
を
援
助
し
て
ほ
し
い
」「
祭

り
に
使
う
備
品
の
購
入
費
用
を
出
し
て
」
な

ど
の
要
望
を
、
地
元
の
団
体
・
グ
ル
ー
プ
か

ら
法
人
会
に
出
し
て
も
ら
い
、
内
容

を
審
査
し
て
助
成
金
を
交
付
す
る
仕

組
み
だ
。

　

昨
年
度
は
35
団
体
か
ら
応
募
申
請

が
あ
り
、
選
考
の
結
果
、
31
団
体
に

交
付
し
た
。
祭
は
っ
ぴ
25
着
分
の
製

作
費
10
万
円
、
伝
統
芸
能
の
太
鼓
修

繕
費
５
万
円
、
イ
ベ
ン
ト
開
催
費
補

助
５
万
円
な
ど
、
１
件
３
万
～
10
万

円
で
、
平
均
６
万
円
前
後
。
総
額
１

８
８
万
２
９
８
０
円
だ
っ
た
。

　

今
ま
で
に
助
成
し
た
主
な
例
は
、

地
域
イ
ベ
ン
ト
・
ス
ポ
ー
ツ
大
会
な

ど
の
誘
導
看
板
、
の
ぼ
り
旗
等
の
作

製
費
、
ス
テ
ー
ジ
設
営
な
ど
の
経
費
、

伝
統
芸
能
団
体
の
衣
装
等
の
購
入
費
、
文
化

広
報
誌
発
行
経
費
補
助
、
子
供
達
の
交
流
事

業
や
ご
当
地
検
定
な
ど
、
地
域
を
盛
り
上
げ

る
多
く
の
事
業
が
対
象
に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
事
業
は
、
公
益
法
人
制
度
改
革
に
伴

う
公
益
事
業
費
割
合
の
見
直
し
検
討
の
過
程

で
、「
地
域
貢
献
に
は
何
が
一
番
、
役
に
立

つ
か
」
を
話
し
合
っ
た
結
果
と
し
て
、
誕
生

し
た
。

　

事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
た
の
は
３
年
前
。
最

初
は
、
認
知
度
も
低
く
、
会
員
を
通
じ
て
応

公
募
型
の
地
域
助
成
を
実
施

小
さ
な
金
額
で
大
き
な
効
果

e-Tax 軍手を作製

いちき串木野市の羽島南方神社太鼓踊り保存会には太鼓２個の
修繕費用を贈った

鹿
児
島
弁
の
租
税
教
育
Ｄ
Ｖ
Ｄ

【
弘
前
】
弘
前
法
人
会
（
青
森
）

青
年
部
会
は
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
と
法
人

会
の
Ｐ
Ｒ
を
兼
ね
た
軍
手
を
作
製

し
、
２
月
10
日
に
弘
前
公
園
で
開

か
れ
た「
弘
前
城
雪
灯
籠
ま
つ
り
」

会
場
で
市
民
に
配
っ
た
。

　

法
人
会
カ
ラ
ー
の
青
い
軍
手
に
、

白
字
で
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
の
ロ
ゴ
と
青

年
部
会
の
名
前
を
印
刷
し
た
軍
手

を
配
る
と
、
観
客
の
長
い
行
列
が

出
来
た
。

場
し
、「
帰
っ
た
ら
、
学
習
し
た
税
金
の
話

を
し
て
下
さ
い
」
と
呼
び
か
け
て
い
る
。
こ

れ
に
よ
り
、
家
庭
内
で
税
金
に
関
す
る
会
話

が
増
え
る
な
ど
の
効
果
が
出
て
い
る
。
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【
横
浜
南
】
横
浜
南
法
人
会
（
神
奈
川
）
大
岡
総

支
部
は
、
３
月
24
日
、
横
浜
市
南
区
の
井
土
个
谷

公
園
で
、「
税
金
ク
イ
ズ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
ア
～

ン
ド
餅
つ
き
大
会
」
を
開
催
し
た
。
公
園
内
の
桜

は
満
開
。「
花
見
と
餅
つ
き
」
と
い
う
め
っ
た
に

な
い
取
り
合
わ
せ
の
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
た
。

　

地
元
の
井
土
个
谷
下
一
第
一
町
内
会
に
協
力
し

て
も
ら
い
、
税
金
ク
イ
ズ
コ
ー
ナ
ー
と
餅
つ
き
の

ブ
ー
ス
に
用
意
し
た
１
５
０
人
分
の
お
餅
は
、
大

盛
況
の
う
ち
、
2
時
間
弱
で
さ
ば
け
た
。

植
え
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
こ
れ
ま
で
に
1

万
４
９
４
５
人
に
贈
っ
て
い
る
。

　

パ
ン
ジ
ー
は
、
同
市
妻
鳥
町
乙
の
障

害
者
施
設
「
太
陽
の
家
」
に
、「
入
学
式
に

合
わ
せ
て
咲
か
せ
て
く
だ
さ
い
」
と
頼
み
、

種
か
ら
育
て
て
も
ら
っ
て
い
る
。

【
前
橋
】前
橋
法
人
会（
群
馬
）の
会
報
誌「
法

人
ま
え
ば
し
」
が
５
月
号
で
、
ス
タ
ー
ト
か

ら
57
年
間
を
か
け
て
、
通
巻
５
０
０
号
を
迎

え
た
。

　

創
刊
号
は
、
前
橋
法
人
会
の
発
足
５
年
後

の
１
９
５
６
年
（
昭
和
31
年
４
月
）。
ガ
リ

版
刷
り
の
Ｂ
５
判
の
わ
ら
半
紙
、
８
ペ
ー
ジ

仕
立
て
で
、
名
称
は
「
法
人
会
だ
よ
り
」。

　

当
初
は
発
行
も
不
定
期
で
、
内
容
も

税
務
署
庁
舎
の
完
成
な
ど
税
務
署
関
係

の
記
事
や
税
務
相
談
、
中
小
企
業
の
経

理
処
理
の
案
内
な
ど
固
い
も
の
ば
か
り

で
、
会
員
同
士
の
交
流
な
ど
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
記
事
は
少
な
か
っ
た
。

　

70
年
に
ガ
リ
版
刷
り
か
ら
印
刷
に
か

わ
り
、
記
事
に
写
真
も
入
る
よ
う
に

な
っ
た
。

　

74
年
７
月
号
か
ら
月
刊
と
な
り
、
さ

ら
に
、
76
年
に
会
報
誌
の
名
前
も
現
在

の
「
法
人
ま
え
ば
し
」
に
か
わ
っ
た
。
こ
れ

以
後
、
Ｂ
５
判
の
体
裁
で
発
行
が
続
い
て
い

る
。
88
年
か
ら
23
年
間
は
、
日
本
き
り
え
協

会
会
員
の
横
倉
絹
枝
さ
ん
の
切
り
絵
を
表
紙

に
使
い
、
話
題
と
な
っ
た
。

　

現
在
の
印
刷
部
数
は
約
３
７
０
０
部
で
、

会
員
に
毎
月
郵
送
し
て
い
る
ほ
か
、
公
共
施

設
の
窓
口
な
ど
に
お
い
て
も
ら
っ
て
い
る
。

【福岡中部】福岡中部法人会（福岡）は安
全な街づくりに取り組む運動に協力して
いる。
　福岡市中央区では、近年、ひったくり
や車上ねらい等の犯罪が増加している。
　このため、犯罪インフラを排除し、地
域全体の規範意識を高めることで、安全
な街を作ろうとの考えから、警察、行政、
住民、企業の４者が一体となった「中央
区犯罪の起きにくいまちづくり総合対
策 」（ 通 称・NCC ＝ NO ！ Crime in 
Chuou）が２月６日に発足した。
　同法人会は企業の代表として、役員が
幹事や校区の担当者として対策会議等に
出席し、校区内の問題点を把握し、その
解決に向けた活動を行っている。
　主な活動として、ひったくりや車上狙
いへの注意を促すマグネットやチラシの
配布・防犯パトロール・広報活動等を実
施している。

犯罪のない街づくり
を目指して

桜の下で餅つき大会

法
人
ま
え
ば
し
５
０
０
号
に

【
宇
摩
】
四
国
中
央
市
内
の
小
学
校

の
入
学
式
が
行
わ
れ
た
４
月
９
日
、

宇
摩
法
人
会
（
愛
媛
）
女
性
部
会
は
、

新
１
年
生
全
員
に
パ
ン
ジ
ー
の
鉢
植

え
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
。

　

入
学
式
当
日
、
女
性
部
会
員
が
市

立
寒
川
小
な
ど
３
校
を
訪
問
し
、
パ

ン
ジ
ー
を
手
渡
し
た
。「
パ
ン
ジ
ー

に
お
水
を
い
っ
ぱ
い
あ
げ
て
、
お
世

話
を
し
て
く
だ
さ
い
」
と
声
を
か
け

る
と
、
児
童
た
ち
は
、
元
気
よ
く

「
は
い
！
」
と
返
事
し
た
。

　

市
内
に
は
19
の
小
学
校
が
あ
り
、

３
校
以
外
の
16
校
に
は
前
日
に
パ
ン

ジ
ー
を
届
け
た
。

　

こ
の
行
事
は
97
年
か
ら
行
っ
て
い

る
。「
花
の
よ
う
に
優
し
く
、
美
し

く
、
ま
た
す
く
す
く
と
強
く
育
っ
て
欲
し

い
」
と
い
う
願
い
を
込
め
て
、
同
市
内
の
小

学
校
の
新
入
学
児
童
全
員
に
パ
ン
ジ
ー
の
鉢 新入学児にパンジー

今年で 17年目
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【
石
見
大
田
】
神
楽
が
盛
ん
な
地
域
と
し
て
有
名
な
島
根
県
石
見
地
方
で
、

石
見
大
田
法
人
会
（
島
根
）
が
主
催
し
て
、
３
月
21
日
、「
第
1
回
大
田

市
子
ど
も
神
楽
大
会
」
が
開
か
れ
た
。

　

大
田
市
大
田
町
の
「
あ
す
て
ら
す
大
ホ
ー
ル
」
で
開
か
れ
た
大
会
に
は
、

同
市
内
や
川
本
町
の
幼
稚
園
児
か
ら
高
校
生
ま
で
の
７
団
体
１
２
０
人
が

出
演
、
約
４
時
間
に
わ
た
っ
て
、「
桃
太
郎
」
や
「
大
蛇
（
お
ろ
ち
）」
な

ど
の
８
演
目
を
披
露
し
、
４
５
０
人
の
観
客
の
喝
さ
い
を
浴
び
た
。
中
で

も
ス
サ
ノ
オ
ノ
ミ
コ
ト
が
登
場
し
退
治
す
る
「
大
蛇
」
は
圧
巻
で
、
16
㍍

以
上
の
大
蛇
を
一
人
で
操
り
、
観
客
の
喚
声
を
誘
っ
て
い
た
。

　

今
回
、
出
演
し
た
子
供
た
ち
は
、
幼
年
期
か
ら
大
人
の
団
員
に
つ
い
て
、

神
楽
の
練
習
を
繰
り
返
し

て
行
っ
て
お
り
、
同
法
人

会
で
は
、
こ
う
し
た
子
ど

も
神
楽
団
の
練
習
の
成
果

を
披
露
す
る
場
所
を
提
供

す
る
た
め
に
大
会
を
企
画

し
た
。

第
1
回 

子
ど
も
神
楽
大
会

絵はがきから
「税金の歌」が誕生
【札幌西】「絵はがきコンクール」
に応募した札幌市立手稲鉄北小学
校６年、星野汐音さんの絵はがき
をもとに、札幌西法人会（北海道）
女性部会が、「税金の歌」のＣＤ
を作成した。
　汐音さんが作詞・作曲した「税
金の歌」は絵はがきに五線譜で色
鮮やかに描かれており、コンクー
ルでアイディア賞に選ばれた。会員
企業のピアノ教室教師が編曲した。
　歌詞は、
　　勤めている人　所得税
　　家や土地には　固定資産税
　　会社の利益は　法人税
　　マイカーには　自動車税
　　お買いものをしたら　消費税
　　税は暮らしを支えてる
　２番は女性部会が作詞した法人
会活動をうたった替え歌で、同法
人会のＨＰからも「税金の歌」を
聴くことができる。

国
立
公
園
で

清
掃
活
動

【
広
島
南
】
国
立
公
園
内
の

広
島
市
南
区
元
宇
品
町
の
元

宇
品
公
園
と
遊
歩
道
周
辺
で
、

広
島
南
法
人
会
（
広
島
）
が

３
月
10
日
、
清
掃
活
動
を

行
っ
た
。
雨
ま
じ
り
の
天
気

だ
っ
た
が
、
会
員
ら
92
人
が

参
加
し
た
。

　

参
加
者
は
「
軍
手
・
火
ば

さ
み
・
ゴ
ミ
袋
」の
３
点
セ
ッ

ト
を
手
に
、
３
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
、
約
1
時
間
30
分
、

清
掃
を
お
こ
な
っ
た
。
回
収

さ
れ
た
ゴ
ミ
は
、
２
㌧
ト

ラ
ッ
ク
に
い
っ
ぱ
い
の
量
で
、

参
加
者
も
、
ゴ
ミ
の
量
に
驚

い
た
様
子
だ
っ
た
。

【
西
大
寺
】
岡
山
市
東
区
西
大
寺
地
区

で
３
月
24
日
に
行
わ
れ
た
「
お
か
や
ま

西
大
寺
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」
に
、
西
大
寺

法
人
会
（
岡
山
）
が
、
地
域
社
会
へ
の

貢
献
活
動
と
し
て
参
加
し
た
。

　

マ
ラ
ソ
ン
大
会
は
、
岡
山
を
も
っ
と

好
き
に
な
っ
て
も
ら
う
目
的
で
開
催
し

た
も
の
で
、
同
法
人
会
は
岡
山
市
な
ど

と
と
も
に
主
催
13
団
体
の
一
つ
と
し
て

運
営
に
加
わ
っ
て
い
る
。

　

３
㌔
・
10
㌔
の
２
種
目
に
２
千
人
を

超
え
る
ラ
ン
ナ
ー
が
参
加
。
ゲ
ス
ト
ラ

ン
ナ
ー
と
し
て
地
元
西
大
寺
出
身
の
元

女
優
、
志
穂
美
悦
子
さ
ん
の
力
走
す
る

姿
も
あ
っ
た
。

　

ラ
ン
ナ
ー
は
、
レ
ト
ロ
な
街
並
み
を

楽
し
み
な
が
ら
走
っ
た
。
地
元
特
産
品

の
い
ち
ご
も
振
る
舞
わ
れ
る
な
ど
、
西

大
寺
の
魅
力
一
杯
の
大
会
だ
っ
た
。

マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
協
賛
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土
用
の
ウ
ナ
ギ

23

万
葉
の
時
代
か
ら
栄
養
価
の

高
い
食
べ
物
と
し
て
注
目

強
壮
滋
養
だ
け
で
な
い
万
能
食
品

強
壮
滋
養
だ
け
で
な
い
万
能
食
品

関
東
は
背
開
き
、
関
西
は
腹
開
き

関
東
は
背
開
き
、
関
西
は
腹
開
き

　法人会は、適正な申告納
税をめざす企業の間から生ま
れた団体です。
　地域経済の中核を担う中小
企業の活性化につながる税制
改正の提言や、未来を担う子
供たちを対象に租税教育活動
を行うなど、会員企業自らが
様々な活動を展開し、地域社会の役に立ち、信頼さ
れる存在になろうと努めています。
　会員の皆様には、お仲間のご紹介をお願いします。

新会員を募集しています
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がんばろう 日本

【
福
島
・
相
双
】
４
月
23
日
、
福

島
県
相
馬
市
岩
子
中
島
の
「
晴
風
荘

新
館
」
で
、
福
島
法
人
会
（
福
島
）
女
性
部

会
27
名
と
相
双
法
人
会
（
同
）
女
性
部
会
15

名
が
交
流
会
を
開
い
た
。

　

相
双
法
人
会
の
女
性
部
会
員
の
ほ
と
ん
ど

が
、
津
波
被
害
と
そ
の
後
の
原
発
事
故
に
よ

る
避
難
生
活
を
体
験
し
て
い
る
。

　

昼
食
を
と
り
な
が
ら
自
己
紹
介
し
、
そ
の

後
に
相
双
女
性
部
会
員
一
人
一
人
が
発
言
し

た
。

　

津
波
を
受
け
た
人
や
建
物
の
様
子
。
２
年

過
ぎ
て
の
復
興
の
様
子
や
原
発
事
故
で
避
難

す
る
時
の
様
子
が
語
ら
れ
た
。

　

原
発
事
故
で
は
、
ど
こ
に
行
く
か
も
教
え

ら
れ
ず
、
転
々
と
避
難
し
た
時
の
辛
さ
。
仲

良
く
し
て
い
た
会
員
と
も
離
れ
離
れ
に
な
り

さ
び
し
く
て
、「
今
日
は
、
昔
の
仲
間
に
会

え
る
こ
と
が
う
れ
し
く
て
避
難
先
の
郡
山
市

か
ら
や
っ
て
き
た
」
と
話
す
人
。

　

社
員
の
半
数
は
家
を
流
さ
れ
、
半
数
は
家

族
を
亡
く
し
た
。
生
き
る
こ
と
、
働
く
こ
と

に
絶
望
し
た
と
、
訴
え
る
社
員
を
励
ま
し
つ

つ
、
自
分
に
発
破
（
は
っ
ぱ
）
を
か
け
て
、

今
日
ま
で
女
一
人
で
頑
張
っ
て
き
た
と
話
す

会
員
も
い
た
。

　

復
興
補
助
金
が
、
一
番
に
必
要
と
さ
れ
る

べ
き
被
災
地
に
な
か
な
か
回
っ
て
こ
ず
、
住

宅
地
造
成
が
遅
れ
て
い
る
こ
と
へ
の
不
満
。

仮
設
住
宅
や
借
家
屋
か
ら
新
築
し
よ
う
と
し

た
時
に
そ
れ
を
阻
む
法
律
の
多
さ
。
こ
の
よ

う
な
状
態
は
何
百
年
に
一
度
の
こ
と
で
あ
り

も
う
少
し
特
例
を
設
け
て
く
れ
て
も
い
い
の

で
は
な
い
か
と
い
う
憤
り
の
声
も
あ
っ
た
。

　

最
後
に
、「
花
は
咲
く
」
を
ワ
ン
フ
レ
ー

福
島
・
相
双
２
女
性
部
会
が
交
流
会

津
波
被
害
・
避
難
生
活
を
話
す

ズ
ず
つ
歌
い
つ
な
ぎ
、

「
少
し
で
も
、
元
気
を
、

勇
気
を
、
や
る
気
を
持
と

う
」
と
励
ま
し
合
っ
た
。

　

午
後
は
、
バ
ス
に
同
乗
し
、
津
波
と
原
発

事
故
の
両
方
の
痛
手
を
受
け
た
南
相
馬
市
小

高
区
の
海
岸
と
市
街
地
を
見
て
廻
っ
た
。

　

福
島
法
人
会
女
性
部
会
員
た
ち
は
、「
今

日
は
貴
重
な
経
験
を
し
た
。
想
像
を
超
え
た

体
験
談
を
聞
き
、
私
た
ち
は
本
当
の
復
興
に

向
か
っ
て
、
震
災
も
原
発
事
故
も
風
化
さ
せ

て
は
い
け
な
い
。
そ
し
て
、
風
評
被
害
を
女

性
の
手
で
払
し
ょ
く
し
て
い
く
た
め
頑
張
り

た
い
」
と
話
し
、
帰
路
に
つ
い
た
。

【
名
古
屋
９
青
年
部
会
】
名
古
屋
市
内
の
中
・

東
・
西
・
北
・
千
種
・
中
川
・
昭
和
・
熱
田
・

中
村
の
９
つ
の
青
年
部
会
が
合
同
で
、
３
月

30
日
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
名
古
屋
放
送
セ
ン
タ
ー
１
Ｆ

の
プ
ラ
ザ
ウ
ェ
ー
ブ
21
で
、
大
震
災
復
興
支

援
の
展
示
会
と
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
の
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
た
。

　

こ
れ
は
東
日
本
大
震
災
の
記
憶
を
風
化
さ

せ
ず
、
さ
ら
に
、
南
海
ト
ラ
フ
大
地
震
に
備

え
よ
う
と
の
考
え
に
基
づ
く
も
の
で
、
各
会

が
５
万
円
ず
つ
出
し
合
い
準
備
を
進
め
た
。

　

会
場
に
は
「
震
災
支
援
展
示
即
売
会
」「
防

災
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
コ
ー
ナ
ー
」
な
ど
の
ブ
ー

ス
が
並
ん
だ
。

　

午
後
に
は
、「
東
日
本
大
震
災
か
ら
学
ぶ
」

を
テ
ー
マ
に
、
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
が
開
催
さ
れ
、

名
古
屋
東
法
人
会
会
員
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン

の
「
喜
多
郎
」
氏
、
岩
手
県
陸
前
高
田
市
の

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
代
表
の
橋
詰
琢
見
氏
、
気
仙
地

区
法
人
会
（
岩
手
）
青
年
部
会
の
村
上
和
三

氏
ら
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
か
ら
見
た
被

災
地
の
今
を
語
り
合
っ
た
。

名
古
屋
市
内
９
青
年
部
会
が

合
同
で
復
興
支
援
の
集
い
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【
鶴
見
】
鶴
見
法
人
会
（
神
奈
川
）
は
３
月
３
日
、

埼
玉
県
加
須
市
の
旧
騎
西
高
校
の
避
難
所
を
慰
問

し
、
原
発
事
故
で
避
難
中
の
福
島
県
双
葉
町
民
に

ア
ナ
ゴ
丼
の
炊
き
出
し
支
援
を
行
っ
た
。

　

旧
騎
西
高
校
で
の
炊
き
出
し
慰
問
は
、
昨
年
11

月
に
続
き
２
回
目
。

　

長
谷
川
勝
一
会
長
ら
21
人
が
参
加
し
、
天
ぷ
ら

ア
ナ
ゴ
丼
、
け
ん
ち
ん
汁
を
作
り
、
避
難
所
の
町

民
約
１
４
０
人
に
振
る
舞
っ
た
。

　

一
昨
年
３
月
の
原
発
事
故
以
降
、
同
校
に
は
一

時
は
、
町
民
１
７
０
０
人
が
避
難
し
て
い
た
。
そ

の
後
、
大
半
は
仮
設
住
宅
に
移
っ
た
が
、
身
寄
り

の
い
な
い
老
人
、
介
護
を
受
け
て
い
る
人
な
ど
後

期
高
齢
者
（
75
歳
以
上
）
を
中
心
に
約
１
４
０
人

が
な
お
、
教
室
で
避
難
生
活
を
送
っ
て
い
る
。

双葉町民に炊き出し支援

【
町
田
】
町
田
法
人
会
（
東
京
）
は
３
月

16
日
、
宮
城
県
山
元
町
に
花
の
苗
を
届
け

た
。
昨
年
に
続
く
２
回
目
の
支
援
活
動
。

　

40
人
が
バ
ス
で
出
発
。
現
地
で
出
迎
え

て
く
れ
た「
坂
元
ダ
イ
ス
キ
実
行
委
員
会
」

の
メ
ン
バ
ー
な
ど
約
20
人
と
と
も
に
、
東

京
・
町
田
市
か
ら
寄
付
し
て
も
ら
っ
た
花

苗
１
万
株
を
山
元
町
役
場
前
花
壇
と
Ｊ
Ｒ

バ
ス
坂
元
駅
前
花
壇
に
植
え
た
。

　

今
回
は
、
芸
術
祭
な
ど
で
集
め
た
義
援

金
と
タ
オ
ル
の
寄
贈
も
行
っ
た
。
山
元
町

の
メ
ン
バ
ー
か
ら
は
、「
昨
年
、
植
え
て

も
ら
っ
た
花
は
、
明
る
い
慰
め
に
な
り
、

励
ま
し
に
な
り
ま
し
た
」
と
、
感
謝
の
声

を
か
け
て
も
ら
っ
た
。

今年も花苗を植栽

岳
南
法
人
会
が
気
仙
沼
法
人
会
に

義
援
金
を
贈
る

【
盛
岡
】
次
世
代
加
速
器
「
国

際
リ
ニ
ア
コ
ラ
イ
ダ
ー
」（
Ｉ

Ｌ
Ｃ
）
の
岩
手
誘
致
を
応
援
す

る
目
的
で
、
盛
岡
法
人
会
（
岩

手
）
青
年
部
会
、
女
性
部
会
は

合
同
で
４
月
23
日
、
盛
岡
市
内

の
ホ
テ
ル
で
、
岩
手
県
首
席
Ｉ

Ｌ
Ｃ
推
進
監
の
大
平
尚
氏
を
講

師
に
講
演
会
を
開
い
た
。

　

Ｉ
Ｌ
Ｃ
と
は
地
下
１
０
０
㍍

に
全
長
31
～
50
㌔
の
直
線
ト
ン

ネ
ル
を
掘
り
、
加
速
器
を
使
っ

て
ト
ン
ネ
ル
中
央
で
電
子
と
陽

電
子
を
正
面
衝
突
さ
せ
、「
宇

宙
誕
生
＝
ビ
ッ
グ
バ
ン
」
直
後

の
状
態
を
再
現
さ
せ
る
施
設
。

　

こ
の
誘
致
を
巡
っ
て
、
各
国

が
誘
致
合
戦
を
展
開
し
、
日
本

国
内
で
は
、
北
上
山
地（
岩
手
・

宮
城
県
）
と
脊せ

振ふ
り

山
地
（
福
岡
・

佐
賀
県
）
の
２
か
所
が
候
補
地

に
名
乗
り
を
上
げ
て
い
る
。

　

岩
手
県
は
90
年
代
初
頭
か
ら

誘
致
に
取
り
組
み
、
東
日
本
大

震
災
か
ら
の
復
興
の
シ
ン
ボ
ル

と
し
て
お
り
、
東
北
経
済
界
も

全
面
的
に
支
援
し
て
い
る
。

　

建
設
地
の
決
定
は
15
年
の
予

定
。
建
設
費
は
約
８
千
億
円
で
、

30
年
間
に
東
北
を
中
心
に
４
兆

３
千
億
円
の
経
済
効
果
が
あ
る

と
み
て
い
る
。

【
岳
南
】
岳
南
法
人
会
（
静
岡
）

青
年
部
会
の
増
根
好
夫
部
会
長
ら

２
人
が
４
月
20
日
、
東
日
本
大
震

災
で
被
災
し
た
気
仙
沼
法
人
会

（
宮
城
）
を
訪
問
し
、
気
仙
沼
法

人
会
の
青
年
部
会
メ
ン
バ
ー
ら
に

義
援
金
を
贈
っ
た
。

　

同
法
人
会
は
1
月
26
日
、
富
士

市
の
ロ
ゼ
シ
ア
タ
ー
大
ホ
ー
ル
で
、

も
の
ま
ね
の
清
水
ア
キ
ラ
・
良
太

郎
親
子
を
招
き
、
社
会
貢
献
事

業
と
し
て
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン

サ
ー
ト
を
開
催
し
た
。
今
回
の

義
援
金
は
、
チ
ケ
ッ
ト
の
売
り

上
げ
収
入
の
一
部
と
、
会
場
に

設
置
し
た
募
金
箱
に
集
め
ら
れ

た
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
募
金
の
一
部

を
寄
贈
し
た
も
の
で
、
気
仙
沼

法
人
会
で
は
義
援
金
16
万
円
は

今
後
の
活
動
資
金
と
し
て
使
用

す
る
考
え
だ
。

　

岳
南
法
人
会
青
年
部
会
員
は
、

震災復興のバネに！次世代加速器誘致を応援

昨
年
６
月
に
も
、
気
仙
沼

市
、
南
三
陸
町
、
陸
前
高

田
市
を
訪
問
し
て
い
る
。

　

岳
南
法
人
会
の
あ
る
富

士
市
と
富
士
宮
市
と
は
、

駿
河
湾
に
面
し
、
東
南
海

地
震
の
津
波
襲
来
想
定
地

域
に
あ
り
、
今
回
の
大
震

災
は
決
し
て
他
人
事
で
は

な
く
、
今
後
も
、
気
仙
沼

法
人
会
と
の
絆
を
大
切
に

し
、
継
続
的
な
支
援
と
交

流
を
続
け
て
い
き
た
い
と

し
て
い
る
。
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自
治
体
は
、
企
業
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
と
連
動
す

る
形
で
植
林
事
業
を
進
め
て
お
り
、
法
人
会

も
活
動
に
参
加
し
て
い
る
。

　

青
梅
法
人
会（
東
京
）は
、
東
京
都
の「
企

業
の
森
」
事
業
に
協
力
し
、
花
粉
の
少
な
い

杉
苗
や
広
葉
樹
の
植
栽
を
行
っ
て
い
る
。

　

同
法
人
会
の
あ
る
東
京
・
西
多
摩
地
域
は
、

東
京
の
森
の
７
割
が
集
中
し
て
い
る
。
古
く

か
ら
林
業
が
盛
ん
で
、
製
材
さ
れ
た
ス
ギ
、

ヒ
ノ
キ
は
「
青
梅
の
小
丸
太
」
と
呼
ば
れ
、

筏
に
組
ま
れ
て
多
摩
川
を
下
り
、
江
戸
、
東

京
の
住
宅
用
建
材
と
し
て
使
わ
れ
た
。

　

植
林
も
盛
ん
で
、
戦
後
の
60
年
代
の
ピ
ー

ク
時
に
は
年
間
１
千
㌶
を
超
え
る
ス
ギ
、
ヒ

ノ
キ
苗
の
植
栽
が
行
わ
れ
て
い
た
。

　

し
か
し
、
木
材
価
格
の
低
迷
と
後
継
者
難

　

世
界
自
然
遺
産
に
指
定
さ
れ
て
今
年

で
20
年
目
を
迎
え
る
白
神
山
地
で
、
五

所
川
原
法
人
会
（
青
森
）
は
、
ブ
ナ
林

の
自
然
再
生
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

　

東
北
森
林
管
理
局
の
「
津
軽
白
神
森

林
環
境
保
全
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
」
が

行
っ
て
い
る
事
業
で
、
戦
後
に
植
え
ら

れ
た
人
工
林
か
ら
ス
ギ
を
伐
採
し
、
そ

の
後
に
広
葉
樹
の
苗
木
を
移
植
し
、
ブ

ナ
林
を
復
元
し
よ
う
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
だ
。

　

昨
年
９
月
21
日
、
同
法
人
会
員
ら
18

人
が
、
白
神
山
地
の
赤
沢
国
有
林
で
、

ス
コ
ッ
プ
を
使
い
、
林
道
わ
き
の
斜
面

か
ら
自
生
す
る
ブ
ナ
、
イ
タ
ヤ
カ
エ
デ
、

五
所
川
原
法
人
会

白
神
山
地
の
ブ
ナ
林
を
守
る

五
所
川
原
法
人
会

白
神
山
地
の
ブ
ナ
林
を
守
る

カ
ツ
ラ
な
ど
の
広
葉
樹
の
若
木
を
掘

り
だ
し
た
。
く
ろ
く
ま
の
滝
か
ら
山

道
を
30
分
以
上
歩
き
、
ク
マ
を
警
戒

し
な
が
ら
の
作
業
だ
っ
た
が
、
苗
木

約
２
０
０
本
を
集
め
、
苗
床
に
仮
植

し
た
。
今
年
秋
に
地
元
小
学
生
が
ブ

ナ
林
に
植
樹
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

津
軽
半
島
の
日
本
海
側
部
分
の
２

市
５
町
を
カ
バ
ー
す
る
同
法
人
会
は
、

自
然
保
護
活
動
に
熱
心
で
、
特
に
、

白
神
で
は
こ
れ
ま
で
に
何
度
も
植
林
事
業
を

行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
10
年
前
か
ら
毎
年
秋
に
、
青
年
部

会
員
30
人
以
上
が
深
浦
側
白
神
岳
登
山
道
口

周
辺
で
、
観
光
客
が
捨
て
た
空
き
缶
や
粗
大

ご
み
な
ど
を
収
集
す
る
清
掃
活
動
を
実
施
し

て
い
る
。
さ
ら
に
毎
年
、
十
二
湖
周
辺
で
案

内
板
を
設
置
し
て
い
る
ほ
か
、
５
年
前
に
は

登
山
者
が
入
山
す
る
際
に
記
帳
す
る
登
山
計

画
書
の
記
帳
所
を
寄
贈
し
た
。

　

鰺
个
沢
支
部
も
林
道
に
木
片
チ
ッ
プ
を
ま

く
な
ど
の
整
備
事
業
を
続
け
て
い
る
。

　

都
市
近
郊
森
林
の
荒
廃
に
悩
む
首
都
圏
の

青
梅
、
神
奈
川
県
連

企
業
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
と
連
動

青
梅
、
神
奈
川
県
連

企
業
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
と
連
動

植林する法人会

日
本
の
自
然
を
守
る

国
、県
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
と
協
力

　

四
季
の
変
化
と
水
の
豊
富
な
日
本
は
、
宇
宙
か
ら
見
る
と
、
緑
の
列
島

に
見
え
る
と
い
う
。
国
土
の
70
％
は
森
林
で
、
緑
被
率
は
同
じ
先
進
国
の

イ
ギ
リ
ス
10
％
以
下
、
米
国
33
％
と
比
べ
る
と
、
グ
ン
と
抜
き
ん
で
て
い

る
。
こ
の
豊
か
な
自
然
を
守
る
た
め
に
、
各
地
で
、
様
々
な
取
り
組
み
が

行
わ
れ
て
い
る
。
水
源
涵
養
、
治
山
治
水
、
景
観
確
保
、
炭
酸
ガ
ス
の
固

定
な
ど
目
的
は
色
々
。
法
人
会
も
自
治
体
、
企
業
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
な
ど
と

協
力
し
て
、
社
会
貢
献
活
動
と
し
て
の
植
林
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

ブナ林再生事業に参加した五所川原法人会員＝白神山地赤沢国有林で

山に登り下草刈りをする神奈川県連の法人会員＝法人会の森で
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人
以
上
が
軍
手
、
鎌
を
手
に
背
丈
以
上
に
生

い
茂
っ
た
雑
草
な
ど
の
下
草
刈
り
を
行
っ
て

い
る
。
炎
天
下
の
作
業
に
は
加
盟
18
単
位
会

が
す
べ
て
参
加
す
る
夏
の
定
例
行
事
と
な
っ

て
い
る
。

　

こ
の
事
業
に
、
県
連
は
毎
年
、
整
備
費
30

万
円
の
寄
付
、
秦
野
駅
か
ら
法
人
会
の
森
ま

で
会
員
を
運
ぶ
バ
ス
チ
ャ
ー
タ
ー
代
な
ど
合

計
百
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

　

法
人
会
は
、
地
域
の
公
園
整
備
や
里
山
づ

く
り
な
ど
の
た
め
に
行
わ
れ
る
植
林
事
業
の

中
核
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。

　

中
津
法
人
会
（
大
分
）
は
、
中
津
市
や
経

地
域
の
景
観
づ
く
り
に
も
活
躍

地
域
の
景
観
づ
く
り
に
も
活
躍

済
団
体
な
ど
で
作
る
「
中
津
・
桜
と
も
み
じ

の
会
」（
会
長
は
安
藤
元
博
・
中
津
法
人
会
長
）

に
協
力
し
て
植
樹
作
業
を
進
め
て
い
る
。

　

福
沢
諭
吉
の
育
っ
た
城
下
町
と
し
て
知
ら

れ
る
中
津
市
で
は
同
会
を
中
心
に
、
06
年
か

ら
観
光
と
水
資
源
林
の
涵
養
を
目
的
に
、
サ

ク
ラ
と
モ
ミ
ジ
３
万
本
の
植
樹
活
動
を
行
っ

て
い
る
。

　

事
業
費
は
市
民
か
ら
の
寄
付
、
ス
ー
パ
ー

ポ
リ
袋
の
売
り
上
げ
の
一
部
寄
付
、
県
税
の

森
林
環
境
税
な
ど
で
ま
か
な
う
。
同
法
人
会

は
毎
年
10
万
円
の
寄
付
の
ほ
か
、
秋
に
は
市

民
と
一
緒
に
な
っ
て
、
植
樹
や
施
肥
、
枝
切

な
ど
の
作
業
を
行
っ
て
い
る
。

　

東
福
岡
法
人
会
（
福
岡
）
篠さ

さ

栗ぐ
り

支
部
も
、

篠
栗
町
役
場
や
町
民
で
つ
く
る
「
篠
栗
森
づ

く
り
の
会
」
に
協
力
し
て
、
里
山
づ
く
り
を

行
っ
て
い
る
。
２
月
10
日
に
鳴
渕
ダ
ム
東
側

ひ
ろ
ば
で
の
第
４
回
植
樹
祭
に
は
、
同
法
人

会
員
を
は
じ
め
町
民
、
小
中
学
生
ら
１
８
９

人
が
参
加
し
、
ヤ
マ
モ
モ
、
キ
イ
チ
ゴ
、
イ

チ
ジ
ク
な
ど
の
苗
２
０
０
本
を
植
え
た
。
４

年
前
に
植
樹
し
た
ウ
メ
、
ク
リ
、
リ
ン
ゴ
な

ど
は
実
を
つ
け
る
ま
で
成
長
し
て
い
る
。

　

四
万
十
川
や
足
摺
岬
な
ど
の
観
光
地
を
抱

え
る
幡
多
法
人
会
（
高
知
）
も
、
06
年
以
来
、

並
木
道
や
公
園
で
、
観
光
景
観
づ
く
り
の
た

め
の
植
樹
作
業
を
行
っ
て
い
る
。

　

四
万
十
市
の
国
道
の
ボ
ケ
苗
１
０
０
本

（
08
年
）、
同
市
市
道
の
さ
く
ら
苗
97
本
（
09

年
）、
黒
潮
町
海
森
公
園
の
さ
く
ら
苗
６
２

０
本
（
10
︱
12
年
）、
四
万
十
川
川
岸
へ
の

さ
く
ら
・
モ
ミ
ジ
１
１
０
本
（
12
年
）
と
、

継
続
的
に
植
樹
作
業
を
行
っ
て
い
る
。

　

埼
玉
県
連
は
「
さ
い
た
ま
緑
の
ト
ラ
ス
ト

基
金
」
に
参
加
し
、
寄
付
の
形
で
森
林
保
護

に
協
力
し
て
い
る
。

　

埼
玉
県
は
84
年
に
県
内
の
歴
史
的
景
観
や

自
然
景
観
を
、
県
民
共
有
の
財
産
と
し
て
残

す
「
緑
の
ト
ラ
ス
ト
運
動
」
を
始
め
た
。
中

心
は
ト
ラ
ス
ト
基
金
で
、
県
民
や
企
業
か
ら

の
集
め
た
寄
付
金
を
原
資
に
地
主
か
ら
土
地

を
買
い
取
る
仕
組
み
で
、
こ
れ
ま
で
に
武
蔵

野
の
雑
木
林
の
雰
囲
気
を
残
す
里
山
な
ど
12

か
所
の
保
全
地
を
取
得
し
て
い
る
。

　

県
連
は
基
金
に
97
年
か
ら
参
加
し
て
い
る
。

寄
付
は
15
の
単
位
会
が
個
別
で
行
い
、
総
会

や
公
開
講
演
会
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
大
会

な
ど
の
会
場
に
募
金
箱
を
置
き
、
参
加
者
に

募
金
し
て
も
ら
う
。
昨
年
度
の
寄
付
総
額
は

１
４
９
万
円
、
最
近
６
年
間
の
寄
付
合
計
は

８
３
８
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

　

札
幌
北
法
人
会
（
北
海
道
）
も
寄
付
で
、

市
民
の
森
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
る
。

　

札
幌
市
は
同
市
南
区
小
金
湯
に
市
民
公
園

を
造
成
中
で
、
こ
れ
に
札
幌
商
工
会
議
所
な

ど
の
「
札
商
・
小
金
湯
さ
く
ら
の
森
募
金
協

力
会
」
が
協
力
、
寄
付
に
よ
る
さ
く
ら
の
森

づ
く
り
を
目
指
し
て
い
る
。
同
法
人
会
も
昨

年
ま
で
の
２
年
間
に
桜
の
苗
木
50
本
分
の
50

万
円
を
寄
付
し
た
。

埼
玉
県
連
、
札
幌
北
は
基
金
に
寄
付

埼
玉
県
連
、
札
幌
北
は
基
金
に
寄
付

で
森
が
荒
廃
し
た
。
山
肌
が
露
出
し
、
土
壌

の
流
出
、
崩
壊
の
事
故
も
起
き
て
い
る
。

　

こ
の
事
態
を
食
い
止
め
る
た
め
に
、
東
京

都
は
06
年
か
ら
「
企
業
の
森
」
事
業
を
始
め

た
。
企
業
・
団
体
に
植
林
や
下
草
刈
り
の
作

業
に
参
加
し
て
も
ら
い
、
森
の
環
境
を
守
ろ

う
と
い
う
の
が
狙
い
だ
。
現
在
は
、
東
芝
、

サ
ン
ト
リ
ー
な
ど
19
団
体
が
登
録
し
、
青
梅

法
人
会
も
２
年
前
か
ら
参
加
し
て
い
る
。

　

実
際
の
作
業
は
青
梅
市
長
淵
の
市
街
地
近

く
の
丘
陵
地
１
・
６
㌶
を
借
り
受
け
、
会
員

が
花
粉
の
少
な
い
ス
ギ
苗
や
広
葉
樹
の
苗
な

ど
３
４
５
０
本
を
植
樹
し
た
。
さ
ら
に
年
２

回
、
山
に
入
り
、
鎌
を
使
い
、
雑
草
な
ど
の

下
草
刈
り
作
業
を
行
っ
て
い
る
。

　

都
と
の
契
約
は
10
年
間
で
、
こ
の
間
に
森

林
整
備
費
寄
付
２
百
万
円
、
土
地
代
支
払

い
、
下
草
刈
り
費
用
な
ど
合
計
約
７
百
万

円
を
負
担
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

一
方
、
隣
の
神
奈
川
県
連
は
、
県
の

「
水
源
の
森
林
づ
く
り
事
業
」
に
協
力
し

て
い
る
。

　

神
奈
川
県
は
98
年
か
ら
、
水
源
涵
養
と

森
林
荒
廃
防
止
を
目
的
に
「
森
林
再
生

パ
ー
ト
ナ
ー
制
度
」
を
行
っ
て
お
り
、
現

在
、
同
県
連
、
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
、
連
合
神

奈
川
な
ど
35
団
体
が
参
加
し
て
い
る
。

　

県
連
は
、
秦
野
市
寺
山
地
区
の
丹
沢
山

塊
に
あ
る
ヤ
ビ
ツ
峠
の
一
角
約
１
㌶
を

「
法
人
会
の
森
」
と
し
て
借
り
、
広
葉
樹

の
苗
木
４
０
０
０
本
以
上
を
植
樹
し
て
い

る
。
さ
ら
に
毎
年
７
月
、
会
員
ら
３
０
０

法人会員も地域の一員として森づくりに協力している＝篠栗町で
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全法連ひろば全法連ひろば

力
ひ
と
つ
に
心
ひ
と
つ
に

～
。

　

第
１
部
記
念
講
演
で
は
、

「
伝
説
の
マ
ナ
ー
講
師
」

と
し
て
有
名
な
平
林
都
氏

が
テ
ー
マ
『
笑
顔
の
接
遇

で
人
生
が
変
わ
る
! !
』
と

題
し
講
演
を
行
っ
た
。

女
性
な
ら
で
は
の
視

点
に
よ
る
講
演
内
容

に
参
加
者
は
熱
心
に

聞
き
入
っ
て
い
た
。

　

第
２
部
の
式
典
に
は
税
務
当
局
、
関

係
団
体
等
か
ら
多
数
の
来
賓
が
招
か
れ
、

壇
上
に
並
ん
だ
。
愛
知
県
連
の
屬さ

っ
かゆ
み

子
女
連
協
会
長
の
歓
迎
の
挨
拶
で
始
ま

り
、
主
催
者
で
あ
る
全
法
連
女
連
協
・

岩
井
紘
子
会
長
、
全
法
連
の
池
田
弘
一

会
長
が
挨
拶
を
述
べ
た
。

　

続
い
て
、
藤
田
利
彦
・
国
税
庁
課
税

部
長
、
大
村
秀
章
・
愛
知
県
知
事
、
河

村
た
か
し
・
名
古
屋
市
長
の
来
賓
祝
辞

が
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
愛
知
県
の
女
性
部
会
が
実

施
し
た
社
会
貢
献
活
動
や
租
税
教
育
の

取
組
み
が
映
像
で
紹
介
さ
れ
、
大
会
宣

　

次
回
の
「
第
９
回
法
人
会
全
国
女
性

フ
ォ
ー
ラ
ム
香
川
大
会
」
は
、
来
年
４
月
10

日
、
高
松
市
の
サ
ン
ポ
ー
ト
ホ
ー
ル
高
松
に

て
開
催
予
定
。

今
夏
も
「
い
ち
ご
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

　

女
性
部
会
が
中
心
と
な
り
、
夏
の
節
電
を

呼
び
か
け
る
啓
発
活
動
「
い
ち
ご
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
が
今
年
度
も
実
施
さ
れ
る
。

　

７
月
15
日
（
月
）
～
21
日
（
日
）
を
「
い

ち
ご
週
間
」
に
設
定
し
、
家
庭
で
で
き
る
具

体
的
な
節
電
対
策
を
ま
と
め
た
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
や
う
ち
わ
を
活
用
し
て
、
市
民
に
節
電
へ

の
協
力
を
広
く
呼
び
か
け
る
。

　

11
年
か
ら
始
ま
っ
た
「
い
ち
ご
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
は
、
昨
年
は
約
7
割
の
単
位
会
で
実

施
さ
れ
た
。
ま
た
、
全
法
連
Ｈ
Ｐ
で
各
会
の

取
組
み
が
紹
介
さ
れ
る
。

全
国
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
愛
知
大
会
に
１
７
０
０
名
が
参
加

絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
の
作
品
展
示
も

　
「
第
８
回
法
人
会
全
国
女
性
フ
ォ
ー

ラ
ム
愛
知
大
会
」
が
、
４
月
11
日
、
愛

知
県
名
古
屋
市
の
ウ
ェ
ス
テ
ィ
ン
ナ
ゴ

ヤ
キ
ャ
ッ
ス
ル
に
て
開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら

女
性
部
会
員
約
１
７
０
０
名
が
集
ま
っ
た
。

大
会
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
、「
信
長
・
秀

吉
・
家
康
が
先
輩
だ
！
」
～
未
来
に
つ
な
ぐ
、

言
の
後
、
大
会
旗
が
次
回
開
催
地
で
あ
る
香

川
県
連
女
連
協
に
伝
達
さ
れ
た
。

　

式
典
終
了
後
に
は
同
会
場
で

懇
親
会
が
行
わ
れ
、
名
古
屋
お

も
て
な
し
武
将
隊
に
よ
る
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
被
災
法
人
会

支
援
募
金
の
贈
呈
式
が
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
会
場
内
で
は
昨
年
度

の
「
税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ

ン
ク
ー
ル
」
で
、
女
連
協
会
長

賞
に
選
ば
れ
た
12
点
を
含
む
作

品
３
２
３
点
が
展
示
さ
れ
、
来

賓
や
フ
ォ
ー
ラ
ム
参
加
者
が
熱

心
に
鑑
賞
し
て
い
た
。

　東日本大震災の被災会支援を目的に、全
法連が全国の法人会会員に呼びかけていた
「被災法人会支援募金」に、24年度末の３
月に、新たに北海道連、芝法人会（東京）、
玉川法人会（同）など31会から約434万
円の追加寄付があった。
　同募金は、「ワンコイン募金」としてスター
トし、これまでに、ワンコイン募金、「がんば
ろう　日本」のＴシャツ売り上げ分などを含
め、合計募金額は約１億2400万円に達して
いる。
　昨年秋までに３回にわたり、被災会に対し
合計9170万円の資金援助を行っている。
　今後については、25年度は、震災被害が
大きく、法人会会費収入が落ち込んだままの
相双（福島）、気仙沼（宮城）、宮古（岩手）
の３法人会に、26年度以降は相双法人会１
会に対し、支援のための資金援助を行う予
定だ。また、全国的な募金活動は、各単位
会の総会が一段落する今年６月で、一応終
了することになっている。

支援募金に新たに434万円

女性フォーラム愛知大会で挨拶する岩井紘子会長

絵はがきの作品展示に多数の女性部会員が詰めかけた
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法
人
会
活
動
の
理
念
や
今
後
の
活
動
の
進
め
方
な
ど

を
検
討
す
る「
今
後
の
法
人
会
の
あ
り
方
」検
討
会（
座

長
＝
丸
茂
紀
彦
・
全
法
連
総
務
委
員
会
副
委
員
長
）
の

第
１
回
会
合
が
、
４
月
22
日
、
全
法
連
会
館
で
開
催
さ

れ
た
。

　

公
益
法
人
制
度
改
革
に
伴
い
、
14
年
中
に
、
す
べ
て

の
法
人
会
（
４
４
２
単
位
会
、
41
県
連
）
が
、
新
し
い

組
織
と
し
て
公
益
社
団
法
人
、
一
般
社
団
法
人
に
移
行

す
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
全
法
連
で
は
こ
れ
に
合
わ
せ

て
、「
今
後
の
法
人
会
の
あ
り
方
」
を
策
定
す
る
こ
と

と
し
て
い
る
。

　

こ
の
検
討
の
第
一
段
階
と
し
て
、
一
昨
年
１
月
か
ら
、

全
法
連
青
連
協
メ
ン
バ
ー
を
中
心
に
検
討
を
進
め
、
昨

年
５
月
に
、
そ
の
成
果
を
、「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
２
６

フ
ェ
ー
ズ
Ⅰ
」
提
言
書
と
し
て
取
り
ま
と
め
た
。

　

今
後
は
、
全
法
連
各
委
員
会
か
ら
選
ば
れ
た
検
討
メ

ン
バ
ー
な
ど
10
人
が
中
心
に
な
り
、
フ
ェ
ー
ズ
Ⅰ
提
言

書
を
も
と
に
、
さ
ら
に
内
容
の
掘
り
下
げ
や
具
現
化
に

向
け
た
検
討
を
行
う
。

　

今
後
、
年
内
計
４
回
の
検
討
会
を
経
て
、
フ
ェ
ー
ズ

Ⅱ
と
し
て
提
言
書
を
取
り
ま
と
め
、
来
年
３
月
に
開
催

す
る
全
法
連
理
事
会
に
提
出
す
る
予
定
だ
。

　

制
度
改
革
に
伴
う
社
会
環
境
の
変
化
と
と
も
に
、
会

員
数
の
減
少
な
ど
法
人
会
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
大
き

く
変
化
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
検
討

会
で
は
法
人
会
の
「
理
念
」「
行
動
規
範
」「
事
業
」
な

ど
に
つ
い
て
の
新
た
な
提
言
策
定
に
向
け
、
活
発
な
議

論
を
行
う
こ
と
に
し
て
い
る
。

　

全
法
連
青
年
部
会
連
絡
協
議
会
と
女
性
部

会
連
絡
協
議
会
は
、
６
月
の
定
時
連
絡
協
議

会
で
新
会
長
を
選
出
し
た
。
青
連
協
の
新
会

長
は
北
海
道
連
青
連
協
顧
問
の
盛
永
喜
之
氏
、

女
連
協
は
神
奈
川
県
連
女
連
協
相
談
役
の
政ま

ん

所ど
こ
ろ

正
枝
氏
で
、
任
期
は
い
ず
れ
も
２
年
間
。

　

盛
永
氏
は
旭
川
中
法
人
会
所
属
の
48
歳
。

㈱
盛
永
組
社
長
。
好
き
な
言
葉
は
、「
強
い

者
が
生
き
残
る
の
で
は
な
い
。
変
化
で
き
る

青
連
協
新
会
長
に
盛
永
氏
を
選
出

女
連
協
新
会
長
は
政
所
氏

「
今
後
の
法
人
会
の
あ
り
方
」

検
討
会
が
初
会
合

　

平
成
25
年
度
税
制
改
正
で
事
業
継
承

税
制
が
大
幅
に
拡
充
さ
れ
た
の
に
伴
っ

て
、
５
、６
月
の
２
か
月
間
、
全
国
の

14
の
県
連
で
、
財
務
省
主
税
局
の
担
当

者
を
招
い
て
、
研
修
セ
ミ
ナ
ー
が
開
か

れ
た
。

　

最
初
の
セ
ミ
ナ
ー
は
５
月
15
日
、
東

京
・
お
茶
の
水
の
東
京
ガ
ー
デ
ン
パ
レ

ス
で
、
東
法
連
主
催
で
開
か
れ
た
。
講

師
は
主
税
局
の
高
橋
達
也
主
税
調
査
官

で
、
単
位
会
の
役
員
、
税
制
委
員
ら
約

１
７
０
人
に
今
回
の
改
正
内
容
な
ど
の

説
明
を
行
っ
た
。

　

ま
た
、
昨
年
秋
、
全
国
14
か
所
で
主

税
局
と
法
人
会
と
の
意
見
交
換
会
が
行

わ
れ
た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
同
調
査
官

か
ら
、「
全
国
を
回
っ
て
、
中
小
企
業

経
営
者
の
事
業
継
承
や
経
営
の
問
題
が
、

よ
く
理
解
で
き
、
そ
れ
が
税
制
改
正
に

つ
な
が
っ
た
」
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　

一
方
、
法
人
会
側
か
ら
、
非
上
場
株

式
の
評
価
、
親
族
外
承
継
な
ど
で
、
質

問
が
あ
り
、
活
発
な
質
疑
応
答
が
か
わ

さ
れ
た
。

事業承継税制を巡って活発な議論が交わされた＝東京ガーデンパレスで

者
だ
け
が
生
き
残
る
の
で
あ
る
」。
趣
味
は

ゴ
ル
フ
、
愛
読
書
は
塩
野
七
生
の
「
ロ
ー
マ

人
の
物
語
」。

　

政
所
氏
は
横
浜
中
法
人
会
所
属
。
陽
光
住

建
㈱
代
表
取
締
役
。
好
き
な
言
葉
は
、
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切

さ
を
意
味
す
る
「
和
」。
趣
味
は
テ
ニ
ス
で
、

見
る
の
も
好
き
。
も
う
一
つ
の
趣
味
は
読
書

で
、
好
き
な
作
家
は
志
賀
直
哉
。

盛永喜之氏政所正枝氏

事
業
承
継
税
制
セ
ミ
ナ
ー
開
催

主
税
局
と
14
県
連
で



2013  夏　12

生活保護問題
高所得者の年金削減
診療報酬体系の見直し
ジェネリック薬品の促進
高齢者の負担引き上げ

41.6

25.0
35.2

18.7
19.3

（11項目から2項目選択）

政
府
や
各
党
、
都
道
県
、
市
町
村
に
提
言
書

を
提
出
す
る
な
ど
の
改
正
要
望
を
行
う
。

　

ま
た
、
一
般
会
員
を
主
な
対
象
と
し
た
設

問
数
５
問
の
簡
易
版
ア
ン
ケ
ー
ト
も
同
時
に

実
施
し
、
回
答
者
数
は
7
7
0
4
人
だ
っ
た
。

法
人
税
率
の
引
下
げ
を

　

昨
年
夏
に
成
立
し
た
「
社
会
保
障
・
税
の

一
体
改
革
関
連
法
」
で
、
消
費
税
率
引
上
げ

問
題
に
一
応
の
決
着
が
つ
い
た
。
さ
ら
に
、

最
近
数
年
間
の
税
制
・
税
務
委
員
会
の
最
大

の
関
心
事
項
だ
っ
た
事
業
承
継
税
制
改
正
も

25
年
度
改
正
で
一
部
改
正
さ
れ
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

で
は
今
後
の
税
制
改
革
の
方
向
性
に
つ
い
て

質
問
。「
何
を
優
先
し
て
議
論
す
べ
き
か
」

を
７
項
目
の
中
か
ら
２
つ
を
選
択
す
る
方
式

税制アンケート
8300人が回答

　

税
制
ア
ン
ケ
ー
ト
は
今
回
で
14
回
目
。
設

問
は
20
問
で
、
３
月
中
旬
に
各
単
位
会
を
通

じ
て
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
を
発
送
、
５
月
17
日

に
締
め
切
っ
た
。

　

回
答
者
数
は
8
3
4
9
人
（
昨
年
度
比

14
・
９
％
減
）
だ
っ
た
。
回
答
者
の
内
訳
は

税
制
委
員
24
・
3
％
、
役
員
52
・
0
％
、
一

般
会
員
23
・
7
％
。
業
種
別
で
は
、
建
設
・

土
木
・
不
動
産
25
・
3
％
、
卸
売
・
飲
食
・

小
売
業
22
・
9
％
、
製
造
業
22
・
2
％
、
サ
ー

ビ
ス
20
・
１
％
、
そ
の
他
９
・
6
％
と
な
っ

て
い
る
。

　

今
後
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
、
県
連
要
望
な

ど
を
も
と
に
、
全
法
連
税
制
税
務
委
員
会
で

議
論
を
重
ね
、
９
月
19
日
の
全
法
連
理
事
会

で
、「
平
成
26
年
度
税
制
改
正
に
関
す
る
提

言
書
」
と
し
て
正
式
決
定
す
る
。
並
行
し
て
、

バ
ル
化
に
対
応
す
る
た
め
、
法
人
税
率
を
さ

ら
に
引
き
下
げ
て
ほ
し
い
」（
東
京
、
群
馬
）、

「
法
人
税
の
引
き
下
げ
と
景
気
対
策
の
実
施

を
望
む
」（
千
葉
）
な
ど
の
意
見
が
出
て
い
た
。

一
方
、
消
費
税
率
の
引
上
げ
に
よ
る
景
気
冷

え
込
み
を
警
戒
す
る
意
見
も
多
か
っ
た
。

　
「
法
人
税
の
所
得
拡
大
税
制
や
雇
用
促
進

税
制
は
大
企
業
向
け
だ
。
中
小
零
細
企
業
に

も
っ
と
き
め
の
細
か
い
改
革
を
求
め
る
」（
北

海
道
、
福
井
）
な
ど
、
中
小
企
業
向
け
税
制

の
充
実
を
求
め
る
意
見
も
目
立
っ
た
。

　

税
制
改
革
の
方
向
性
を
問
う
設
問
で
２
番

目
に
多
か
っ
た
の
は
「
財
政
健
全
化
」
で

53
・
8
％
だ
っ
た
。

　

国
と
地
方
の
長
期
債
務
残
高
が
１
千
兆
円

に
迫
り
、
今
後
、
金
利
が
上
昇
す
れ
ば
、
国

債
利
払
い
費
が
増
大
し
、
危
険
水
域
を
突
破

す
る
と
い
う
財
政
の
危
機
的
な
状
況
を
反
映

し
た
も
の
だ
。

　

た
だ
、
単
純
に
借
金
穴
埋
め
に
対
す
る
増

税
を
認
め
る
意
見
は
な
く
、「
国
の
借
金
を

考
え
る
と
増
税
は
や
む
を
得
な
い
が
、
そ
れ

以
上
に
歳
出
の
チ
ェ
ッ
ク
を
細
か
く
実
施
す

べ
き
」（
東
京
）
が
主
流
で
、「
公
務
員
給
与

の
削
減
」（
栃
木
）、「
議
員
定
数
の
削
減
」（
新

潟
）
な
ど
行
財
政
改
革
を
絡
め
て
の
主
張
が

ほ
と
ん
ど
だ
っ
た
。

生
活
保
護
給
付
の
適
正
化
を
求
め
る

　

方
向
性
の
３
番
目
は
、
一
体
改
革
法
で
決

ま
っ
た
も
の
の
、
具
体
策
は
先
送
り
の
形

な
っ
て
い
る
「
社
会
保
障
制
度
の
見
直
し
」

問
題
で
、
回
答
者
の
35
・
2
％
が
重
要
課
題

で
回
答
を
求
め
た
。

　

そ
の
結
果
、
最
も
多
か
っ
た
の
は
「
経
済

活
性
化
」。
回
答
者
は
6
2
4
4
人
で
、
全

体
の
74
・
8
％
が
最
重
要
視
す
べ
き
項
目
に

挙
げ
た
。

　

こ
れ
は
調
査
時
の
景
気
が
円
安
・
株
高
の

後
押
し
を
受
け
て
、
上
向
き
傾
向
と
な
っ
て

お
り
、
こ
の
好
調
さ
を
税
制
面
で
も
後
押
し

し
、
持
続
、
拡
大
さ
せ
て
ほ
し
い
と
の
経
営
者

の
気
持
ち
が
反
映
さ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
税
制
改
正
に
対
す
る

意
見
を
自
由
に
記
入
す
る
項
目
も
あ
り
、
こ

の
中
で
は
、「
デ
フ
レ
か
ら
の
脱
却
を
さ
ら

に
進
め
て
ほ
し
い
」（
山
口
）
な
ど
、
安
倍

内
閣
の
経
済
政
策
を
支
持
す
る
意
見
も
あ
っ

た
。
ま
た
、
諸
外
国
と

比
較
し
て
依
然
と
し
て

高
率
な
法
人
税
に
つ
い

て
、「
経
済
の
グ
ロ
ー

景
気
回
復
に
強
い
関
心

今
後
の
税
制
改
革
に
期
待

経済活性化
財政健全化
社会保障問題
所得格差問題

74.8
53.8

35.2
（7項目から2項目選択）13.3

税制改革で議論すべき課題は（単位：％）

　

平
成
26
年
度
税
制
改
正
提
言
書
作
成
に
向
け
た
全
法
連
税
制
税
務
委
員

会
の
税
制
ア
ン
ケ
ー
ト
の
調
査
結
果
が
ま
と
ま
っ
た
。
こ
の
う
ち
、
今
後
、

税
制
改
正
論
議
を
進
め
る
う
え
で
、
何
を
最
も
重
視
す
べ
き
か
と
の
設
問

で
は
、
回
答
者
の
4
分
の
3
が
、「
経
済
活
性
化
」
を
挙
げ
た
。
会
員
企

業
は
景
気
に
対
す
る
関
心
が
強
く
、
景
気
回
復
と
経
済
成
長
に
向
け
て
、

税
制
面
で
の
テ
コ
入
れ
を
望
む
結
果
と
な
っ
た
。

社会保障制度見直しの優先課題（単位：％）
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ア ン グ ル

シェールガスの日本輸出解禁
LNG価格引下げの契機に

　“シェール革命”が始まった。シェールというのは頁岩（け
つがん）のこと。土砂が堆積して固まった岩で、その字の
ごとく頁状に重なっている。この岩に天然ガスや原油が含
まれていることは古くから知られていた。
　アメリカでこのシェールからガスとオイルを効率的に採取
する技術が開発され、05年ごろから商業的な生産がスター
トした。生産高は年々急増して、現在は年間6．6TCF（兆
立方フィート＝約28.3兆㍑）に達している。すでに従来型
の天然ガスを加えると、ロシアを抜いて世界第１位のガス
生産国になった。IEA（国際エネルギー機関）は「アメリカ
は17年までにサウジアラビアを抜いて、世界第1のエネル
ギー産出国になる」と予測している。
　アメリカ産シェール・ガスの特長は、その価格が安いこと。
06年には100万 BTU（英国式熱量単位）当たり９㌦だっ
たものが、現在は３－４㌦にまで下がっている。ちなみに最
近の日本のLNG（液化天然ガス）輸入価格は16－17㌦で
ある。
　いまアメリカでは、数か所の地域がシェール開発で沸い
ている。過疎地だった地域に集合住宅、病院、学校、スー
パーが建設され、港湾では製油所、貯蔵タンク、冷却施設、
輸出のための岸壁が次々と建設中だ。
　安い燃料コストで製造業も息を吹き返した。特に化学、
鉄鋼業界は、国際競争力を急速に回復するとみられている。
　アメリカは世界最大のエネルギー消費国だが、今後は自
国の需要をすべて賄ったうえに、最大のエネルギー輸出国
に転換して行く。
　その最初のステップとして、アメリカ政府は５月に日本へ
のガス輸出を承認した。中部電力と大阪ガスが申請してい
た計画で、17年から440万㌧のシェール・ガスが輸入され
る。
　だが、これで安心してはいけない。日本は世界最大の
LNG輸入国で、オーストラリア、ロシアなどから年間9000
万㌧も輸入している。
　アメリカ産の安いシェール・ガス輸入を契機に、これら
の国に対する価格引下げ交渉をどう進めるか。その成否が
日本経済の将来を左右すると言えるだろう。
� （経済評論家　池内正人）

池内さんの経済ブログ
「経済なんでも研究会」で検索できます。無料です。
人気ブログランキングへのクリックも。

に
挙
げ
た
。

　

こ
の
見
直
し
を
巡
っ
て
、
別
の
設
問
で
、

見
直
し
の
個
別
課
題
を
答
え
て
も
ら
っ
た

（
11
項
目
か
ら
2
つ
を
選
択
）。

　

一
番
多
か
っ
た
の
は
「
生
活
保
護
給
付
の

重
点
化
・
適
正
化
の
徹
底
」
で
、
全
回
答
者

の
41
・
6
％
が
最
優
先
に
論
議
す
べ
き
と
答

え
た
。
２
番
目
は
「
高
所
得
者
の
年
金
給
付

額
の
削
減
」
35
・
2
％
。
３
番
目
は
「
診
療

報
酬
体
系
の
見
直
し
」
25
・
0
％
だ
っ
た
。

　

自
由
記
入
の
意
見
で
は
、「
若
い
世
代
が

安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
仕
組
み
が
ほ
し

い
」（
熊
本
）
な
ど
の
制
度
の
充
実
を
求
め

る
意
見
が
あ
る
反
面
、「
社
会
保
険
料
の
企

業
負
担
が
大
き
す
ぎ
る
。
強
制
加
入
制
度
を

や
め
る
べ
き
だ
」（
秋
田
）、「
生
活
保
護
受

給
世
帯
が
堂
々
と
新
築
マ
ン
シ
ョ
ン
で
生
活

す
る
よ
う
な
給
付
は
お
か
し
い
」（
神
奈
川
）

な
ど
、
制
度
の
見
直
し
や
適
用
の
厳
格
化
を

求
め
る
意
見
も
多
か
っ
た
。

　

医
療
費
に
対
す
る
関
心
は
強
く
、「
診
療

報
酬
体
系
の
見
直
し
」
以
外
に
も
、「
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
薬
品
の
使
用
促
進
」「
高
齢
者
医

療
費
の
自
己
負
担
額
の
引
き
上
げ
」
な
ど
も
、

多
く
の
回
答
者
が
検
討
課
題
に
挙
げ
た
。

事
業
承
継
税
制
は
な
お
見
直
し
の
余
地

　

来
年
4
月
か
ら
８
％
へ
の
税
率
ア
ッ
プ
が

決
ま
っ
て
い
る
消
費
税
に
つ
い
て
、
逆
進
性

対
策
に
つ
い
て
き
い
た
と
こ
ろ
、「
軽
減
税

率
を
税
率
10
％
に
引
上
げ
時
に
導
入
す
べ

き
」
40
・
3
％
な
の
に
対
し
、「
単
一
税
率

で
低
所
得
者
に
は
簡
素
な
給
付
措
置
を
行

う
」
35
・
5
％
と
意
見
が
分
か
れ
た
。

　

ま
た
、
事
業
承
継
税

制
の
見
直
し
が
行
わ
れ

た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て

の
設
問
で
は
、「
今
後
、

事
業
承
継
税
制
を
利
用

す
る
」
28
・
5
％
な
の

に
対
し
、「
利
用
し
な

い
」
14
・
４
％
、「
ど

ち
ら
と
も
い
え
な
い
」
が
53
・
8
％
と
な
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
今
回
の
改
正
を
踏
ま
え
、
さ
ら

な
る
見
直
し
の
必
要
性
の
有
無
に
つ
い
て
聞

い
た
と
こ
ろ
、「
当
面
は
利
用
状
況
を
注
視

す
べ
き
」
が
30
・
2
％
に
と
ど
ま
り
、
反
対

に
、「
納
税
猶
予
制
度
の
さ
ら
な
る
緩
和
」

26
・
8
％
、「
欧
米
主
要
国

の
よ
う
な
本
格
的
な
事
業
承

継
税
制
の
構
築
」
22
・
6
％

な
ど
、
見
直
し
を
求
め
る
意

見
が
ほ
ぼ
半
数
を
占
め
た
。

　
（
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
は

全
法
連
Ｈ
Ｐ
で
も
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
）

新・事業承継税制を
利用する？

利用する
28.5%

どちらとも
いえない
53.8%

利用しない
15%

利用しない
14.4%

その他 3.3%
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国
際
競
争
で
コ
ス
ト
を
抑
制

　

日
本
経
済
新
聞
社
の
５
月
17
日
時
点
の

集
計
に
よ
れ
ば
、
上
場
企
業
１
５
０
０
社

（
金
融
、
電
力
な
ど
を
除
く
）
の
２
０
１

３
年
３
月
期
の
連
結
経
常
利
益
は
前
期
に

比
べ
９
％
伸
び
た
。
14
年
３
月
期
は
24
％

増
え
、
最
高
益
を
記
録
し
た
08
年
３
月
期

の
９
割
程
度
ま
で
戻
る
見
通
し
だ
。

　

政
府
・
日
銀
は
積
極
的
な
財
政
出
動
と

金
融
緩
和
で
、
景
気
回
復
の
端
緒
を
つ
か

ん
だ
。
安
倍
首
相
は
業
績
が
改
善
し
た
企

業
に
対
し
、
賃
金
を
引
き
上
げ
る
よ
う
要

請
し
て
い
る
。
こ
れ
に
呼
応
し
て
一
時
金

の
増
額
に
動
い
た
企
業
は
少
な
く
な
い
が
、

本
給
の
増
額
に
は
な
お
慎
重
だ
。

　

連
合
の
５
月
８
日
時
点
の
集
計
を
み
る

と
、
13
年
の
春
季
労
使
交
渉
で
は
傘
下
３

１
４
３
組
合
の
賃
上
げ
率
が
平
均
で
１
・

77
％
と
な
っ
た
。
12
年
の
１
・
75
％
を
わ

ず
か
に
上
回
る
だ
け
で
、
首
相
の
賃
上
げ

要
請
が
成
功
し
た
と
は
い
え
な
い
。

　

企
業
は
な
ぜ
賃
上
げ
を
た
め
ら
う
の
か
。

経
団
連
の
報
告
書
に
よ
る
と
、
日
本
の
製

造
業
の
人
件
費
は
１
人
あ
た
り
６
・
９
万

ド
ル
（
約
７
１
０
万
円
）。
先
進
国
で
は

最
高
水
準
で
、
韓
国
の
１
・
５
倍
強
、
台

湾
の
３
倍
以
上
に
達
す
る
。
国
際
競
争
力

を
維
持
す
る
に
は
、
ど
う
し
て
も
人
件
費

を
抑
え
込
ま
ざ
る
を
得
な
い
。

　

し
か
も
、
所
定
内
給
与
を
い
っ
た
ん
引

き
上
げ
る
と
、
年
金
や
医
療
な
ど
の
社
会

保
険
料
を
含
め
た
人
件
費
負
担
が
お
よ
そ

１
・
７
倍
に
増
え
る
と
い
う
。
こ
う
し
た

「
税
の
く
さ
び（
タ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ッ
ジ
）」

の
重
荷
を
訴
え
る
企
業
も
多
い
。

　

企
業
は
自
社
の
価
値
を
高
め
る
た
め
、

株
主
へ
の
配
当
も
増
や
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
こ
れ
が
賃
金
抑
制
の
一
因
と
の
見

方
も
出
て
い
る
。
大
阪
府
立
大
の
野
田
知

彦
教
授
は
「
外
国
人
株
主
の
影
響
が
強
い

企
業
ほ
ど
賃
金
が
低
い
」
と
話
す
。

　

だ
が
企
業
だ
け
を
責
め
る
わ
け
に
は
い

か
な
い
。
組
合
も
雇
用
の
維
持
を
優
先
し
、

正
規
社
員
の
賃
下
げ
や
非
正
規
社
員
の
拡

大
を
容
認
し
て
き
た
。
雇
用
の
流
動
化
を

促
す
労
働
市
場
改
革
や
、
年
金
・
医
療
の

企
業
負
担
を
抑
え
る
社
会
保
障
改
革
を

怠
っ
た
政
府
の
責
任
も
大
き
い
。

　

官
民
の
協
力
で
賃
上
げ
の
好
循
環
を
つ

く
り
出
し
、
成
長
の
恩
恵
を
企
業
部
門
か

ら
家
計
部
門
に
波
及
さ
せ
る―

。
デ
フ
レ

か
ら
の
脱
却
を
目
指
す
日
本
が
問
わ
れ
て

い
る
の
は
そ
の
具
体
策
で
あ
る
。

　

早
大
の
谷
内
満
教
授
は
「
企
業
が
生
み

出
す
付
加
価
値
の
パ
イ
を
増
や
す
の
が
先

決
だ
」
と
指
摘
す
る
。
安
倍
政
権
は
財
政

出
動
や
金
融
緩
和
の
効
果
だ
け
に
頼
ら
ず
、

日
本
経
済
の
持
続
的
な
成
長
を
支
え
る
自

由
貿
易
や
規
制
緩
和
、
法
人
税
減
税
な
ど

に
本
腰
を
入
れ
る
べ
き
だ
ろ
う
。

　

横
並
び
の
労
使
交
渉
を
脱
し
、
生
産
性

の
上
昇
に
見
合
っ
た
賃
上
げ
を
も
た
ら
す

民
間
の
努
力
も
要
る
。
そ
う
し
た
環
境
を

整
え
る
に
は
、
雇
用
に
絡
む
制
度
や
慣
行

を
総
合
的
に
見
直
さ
ざ
る
を
得
な
い
。

戦
後
最
長
景
気
の
苦
い
教
訓

　

自
民
、
公
明
両
党
の
連
立
政
権
下
で
迎

え
た
戦
後
最
長
の
景
気
回
復
局
面
（
02
年

２
月
～
08
年
２
月
）。
当
時
も
世
界
経
済

の
拡
大
や
円
安
で
輸
出
が
増
え
、
こ
れ
を

起
点
に
企
業
収
益
の
改
善
が
続
い
た
。

　

と
こ
ろ
が
賃
金
が
思
う
よ
う
に
伸
び
ず
、

「
実
感
な
き
回
復
」
と
呼
ば
れ
た
。
中
大

の
阿
部
正
浩
教
授
は
「
労
働
者
が
生
産
性

上
昇
の
効
果
を
享
受
で
き
て
い
な
か
っ

た
」
と
語
る
。
そ
の
不
満
が
政
権
交
代
の

一
因
に
な
っ
た
と
の
見
方
は
根
強
い
。

　

今
回
の
安
倍
首
相
と
同
じ
よ
う
に
、
08

年
に
は
福
田
康
夫
首
相
と
麻
生
太
郎
首
相

も
賃
上
げ
を
要
請
し
た
が
、
政
府
が
「
口

先
介
入
」
を
繰
り
返
す
だ
け
で
は
根
本
的

な
問
題
の
解
決
に
は
な
ら
な
い
。
最
長
景

気
の
苦
い
教
訓
を
生
か
し
、
賃
上
げ
と
い

う
果
実
を
家
計
に
も
た
ら
す
こ
と
が
で
き

る
か
ど
う
か
に
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
成
否

が
か
か
っ
て
い
る
の
は
確
か
だ
。

経
済
再
生
に
欠
か
せ
ぬ
賃
上
げ

～
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
は
家
計
も
潤
せ
る
か
～

H
・
Ｋ

　

円
安
・
株
高
の
流
れ
や
世
界
経
済
の
持
ち
直
し
に
支
え
ら
れ
、
企
業
の
収
益
が
改
善
し

て
き
た
。
し
か
し
厳
し
い
競
争
に
さ
ら
さ
れ
る
企
業
の
多
く
は
、
本
格
的
な
賃
上
げ
に
二

の
足
を
踏
む
。
日
本
経
済
の
再
生
に
は
一
定
の
賃
上
げ
が
欠
か
せ
な
い
。
安
倍
晋
三
政
権

の
経
済
政
策
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
は
、
家
計
も
潤
す
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
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Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
つ
い
て
は
、
米
国
側
は
「
医

療
保
険
制
度
の
民
営
化
を
強
要
す
る
も
の

で
は
な
く
、
混
合
診
療
を
認
め
る
よ
う
求

め
る
も
の
で
も
な
い
」（
カ
ト
ラ
ー
米
国

通
商
代
表
補
）
と
し
て
い
る
。
に
も
か
か

わ
ら
ず
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
混
合
診
療
解
禁
に
つ

な
が
る
」
と
の
見
方
が
く
す
ぶ
り
続
け
る

の
は
、
か
ね
て
よ
り
米
国
か
ら
要
望
が

あ
っ
た
た
め
だ
。

　

日
本
で
の
市
場
拡
大
を
目
指
す
海
外
の

医
薬
品
メ
ー
カ
ー
や
保
険
会
社
に
と
っ
て
、

国
が
診
療
報
酬
や
薬
価
を
決
め
る
日
本
の

仕
組
み
は
“
参
入
障
壁
”
と
な
る
。「
Ｔ

Ｐ
Ｐ
に
参
加
す
れ
ば
、
米
国
は
知
的
財
産

権
の
保
護
を
理
由
に
、
新
薬
の
特
許
期
間

延
長
な
ど
を
求
め
て
く
る
。
薬
価
を
突
破

口
に
日
本
の
医
療
制
度
を
突
き
崩
そ
う
と

し
て
く
る
に
違
い
な
い
」（
医
療
団
体
幹

部
）
と
の
見
方
で
あ
る
。

厚
労
省
や
医
療
関
係
者
が
警
戒

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
と
歩
調
を
合
わ
せ
る

よ
う
に
、
規
制
改
革
会
議
な
ど
が
混
合
診

療
解
禁
を
取
り
上
げ
た
こ
と
が
懸
念
に
拍

車
を
か
け
た
。
元
々
、
政
府
や
与
党
内
に

は
「
混
合
診
療
の
拡
大
に
よ
っ
て
民
間
保

険
市
場
が
活
性
化
す
れ
ば
経
済
成
長
に
つ

な
が
る
」
と
い
っ
た
意
見
は
根
強
い
。

　

そ
う
で
な
く
と
も
、
混
合
診
療
が
解
禁

さ
れ
な
い
と
、
未
承
認
薬
な
ど
を
使
っ
て

治
療
し
た
場
合
、
そ
の
費
用
は
も
ち
ろ
ん
、

本
来
な
ら
ば
保
険
適
用
で
あ
る
は
ず
の
検

査
や
入
院
費
用
ま
で
も
が
全
額
自
己
負
担

と
な
り
、
患
者
ら
の
不
満
は
強
い
。
田
村

憲
久
厚
労
相
が
い
ち
早
く
「
現
状
の
制
度

で
対
応
で
き
て
い
る
」
と
混
合
診
療
解
禁

論
を
牽
制
し
た
の
も
、
こ
う
し
た
声
が
さ

ら
に
強
ま
る
こ
と
へ
の
危
機
感
だ
。

　

た
だ
、
混
合
診
療
は
“
禁
断
の
果
実
”

で
も
あ
る
。
確
か
に
、
新
薬
を
試
し
た
い

難
病
患
者
た
ち
に
と
っ
て
、
検
査
や
入
院

費
用
だ
け
で
も
保
険
適
用
と
な
れ
ば
あ
り

が
た
い
。
だ
が
、
長
期
的
な
視
野
に
立
て

ば
、
決
し
て
バ
ラ
色
と
は
言
え
な
い
。

　

な
ぜ
な
ら
、
混
合
診
療
と
は
新
技
術
の

た
め
の
機
器
や
新
薬
を
自
由
に
価
格
設
定

で
き
る
と
い
う
こ
と
だ
。
開
発
メ
ー
カ
ー

の
経
営
者
に
し
て
み
れ
ば
、
保
険
外
診
療

に
と
ど
ま
っ
た
ほ
う
が
大
き
な
利
益
を
見

込
め
る
。
わ
ざ
わ
ざ
公
的
保
険
へ
の
適
用

申
請
を
し
て
価
格
を
下
げ
る
必
要
な
ど
な

い
の
で
あ
る
。

　

そ
う
考
え
れ
ば
、「
薬
価
な
ど
が
高
止

ま
り
し
、
公
的
保
険
で
受
け
ら
れ
る
治
療

範
囲
が
縮
小
す
る
」
と
の
医
療
団
体
の
言

い
分
を
、「
杞
憂
だ
」
と
片
付
け
る
わ
け

に
も
い
か
な
い
。

公
的
医
療
の
根
本
解
決
が
急
務

　

だ
か
ら
と
言
っ
て
、「
混
合
診
療
を
認

め
な
け
れ
ば
、
丸
く
収
ま
る
」
と
い
う
話

で
も
な
い
。
厚
生
労
働
省
の
推
計
に
よ
れ

ば
、
高
齢
化
な
ど
に
よ
っ
て
医
療
給
付
費

は
２
０
１
２
年
の
35
・
１
兆
円
か
ら
２
０

２
５
年
に
は
54
・
０
兆
円
へ
と
膨
ら
む
か

ら
だ
。

　

健
康
保
険
料
の
負
担
や
税
投
入
の
引
き

上
げ
も
限
界
に
近
付
き
つ
つ
あ
る
。
こ
の

医
療
費
の
延
び
を
ど
う
賄
う
の
か
、
政
府

は
解
決
策
を
持
た
な
い
。
こ
の
ま
ま
で
は
、

安
全
性
と
有
効
性
が
確
認
さ
れ
た
新
技
術

や
新
薬
を
公
的
医
療
保
険
の
対
象
に
し
よ

う
に
も
、
財
政
上
の
理
由
で
で
き
な
く
な

る
。
そ
れ
こ
そ
国
民
皆
保
険
制
度
の
破
綻

だ
。
む
し
ろ
こ
ち
ら
の
ほ
う
が
深
刻
な
問

題
で
あ
る
。

　

混
合
診
療
の
是
非
は
と
も
か
く
、
い
ず

れ
保
険
診
療
の
範
囲
の
見
直
し
を
迫
ら
れ

る
の
で
あ
れ
ば
、
戦
略
的
に
仕
掛
け
た
ほ

う
が
よ
い
。
そ
の
た
め
に
も
、
医
療
費
の

延
び
を
国
民
全
体
で
ど
う
負
担
す
る
の
か
、

本
質
的
な
問
題
解
決
こ
そ
急
が
れ
る
。

迫
る
国
民
皆
保
険
の
破
綻
危
機

混
合
診
療
よ
り
も
医
療
費
の
膨
張
こ
そ
深
刻
Ｍ
・
Ｋ

　
「
日
本
の
財
産
で
あ
る
国
民
皆
保
険
制
度
が
崩
壊
し
か
ね
な
い
」―

。
環
太
平
洋
戦
略

的
経
済
連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
の
参
加
交
渉
を
め
ぐ
り
、
公
的
医
療
保
険
で
認
め
ら
れ
た

治
療
と
認
め
ら
れ
て
い
な
い
治
療
と
を
併
用
す
る
「
混
合
診
療
」
の
解
禁
を
米
国
か
ら
求

め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
、
厚
生
労
働
省
や
医
療
団
体
が
警
戒
を
強
め
て
い
る
。「
全

面
解
禁
と
な
れ
ば
公
的
保
険
が
使
え
な
い
自
由
診
療
が
増
え
、
経
済
力
の
あ
る
人
し
か
治

療
を
受
け
ら
れ
な
く
な
る
」
と
の
懸
念
だ
。
だ
が
、
高
齢
化
や
医
療
技
術
の
進
歩
で
医
療

費
は
急
増
す
る
。
こ
こ
で
解
禁
を
阻
止
し
た
と
し
て
も
、
国
民
皆
保
険
の
破
綻
懸
念
が
払

拭
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
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取
引
価
格
を
第
三
者
間
の
価
格
に
引
き
直
す

こ
と
に
よ
っ
て
、
英
国
法
人
の
利
益
を
確
保

す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
今
回
、
英
国
当
局
も
ス
タ
バ
社

も
、
そ
こ
を
グ
レ
ー
に
し
た
ま
ま
で
、

「
２
０
１
３
年
、
14
年
の
２
年
間
、
自
発
的

に
１
０
０
０
万
ポ
ン
ド
の
税
金
（
？
）
を
英

国
政
府
に
対
し
て
支
払
う
」
こ
と
で
合
意
し

た
。
な
ぜ
英
当
局
が
法
律
問
題
に
発
展
さ
せ

な
か
っ
た
の
か
は
公
表
さ
れ
て
い
な
い
。

　

こ
の
よ
う
な
合
法
な
私
法
取
引
や
租
税
条

約
を
活
用
し
て
行
わ
れ
る
「
租
税
回
避
」
は
、

米
系
多
国
籍
企
業
で
一
般
的
に
行
わ
れ
て
い

る
。
英
国
で
は
、
グ
ー
グ
ル
や
ア
マ
ゾ
ン
に

も
波
及
し
、
彼
ら
も
英
国
議
会
に
呼
ば
れ
て

い
る
。納

税
の
モ
ラ
ル
の
問
題
を
超
え
て

２
．

　

さ
て
、
今
回
の
事
件
を
通
じ
て
考
え
た
の

は
、
以
下
の
２
点
で
あ
る
。

　

第
一
に
、
租
税
回
避
を
モ
ラ
ル
の
問
題
と

し
て
と
ら
え
る
風
潮
が
広
ま
り
つ
つ
あ
る
。

そ
れ
に
異
論
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
税

法
学
者
と
し
て
は
、
も
う
少
し
踏
み
込
ん
で

ル
ー
ル
の
明
確
化
に
取
り
込
む
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。
ル
ー
ル
が
不
透
明
な
ま
ま

で
は
、
企
業
側
も
税
制
当
局
も
納
税
者
側
も
、

不
信
感
だ
け
が
増
し
て
い
く
。

　

米
国
で
は
、
租
税
回
避
が
あ
ま
り
に
も
ア

グ
レ
ッ
シ
ブ
な
場
合
に
は
、
税
務
上
否
認
さ

れ
る
。

　

租
税
回
避
以
外
に
事
業
目
的
が
は
っ
き
り

し
な
い
取
引
に
つ
い
て
、
包
括
的
に
否
認
で

き
る
規
定
が
あ
り
、
そ
の
要
件
が
法
律
で
決

め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
一
方
、
わ
が
国

で
は
、
米
系
企
業
を
中
心
に
プ
ラ
ニ
ン
グ
は

進
ん
で
い
る
が
、
法
律
の
否
認
規
定
が
な
く
、

あ
い
ま
い
な
ま
ま
で
あ
る
。
早
急
に
こ
の
分

野
の
議
論
を
し
て
、
き
ち
ん
と
対
応
す
る
必

要
が
あ
る
。

　

第
二
に
、
多
国
籍
企
業
だ
け
の
問
題
で
は

な
く
、
知
恵
を
提
供
す
る
会
計
事
務
所
や
、

軽
減
税
率
で
外
国
企
業
を
引
き
寄
せ
る
国
家

そ
の
も
の
も
、
議
論
に
す
べ
き
だ
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
ゆ
る
い
租
税
条
約
を
結
ん
で
資

本
を
引
き
つ
け
よ
う
と
す
る
国
を
ど
う
考
え

る
か
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
で
の
議
論
が
必
要
だ
。

　

多
国
籍
企
業
の
租
税
回
避
問
題
に
つ
い
て

は
、
単
に
モ
ラ
ル
の
問
題
に
と
ど
め
る
の
で

は
な
く
、
国
際
的
な
ル
ー
ル
作
り
に
向
け
て

努
力
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
ろ
う
。

　

先
日
、
Ｂ
Ｂ
Ｃ
の
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
い
た

ら
、
ロ
ン
ド
ン
の
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
に
大
勢

の
プ
ラ
カ
ー
ド
を
持
っ
た
一
般
市
民
が
集

ま
っ
て
、
不
買
運
動
を
し
て
い
る
映
像
が
目

に
入
っ
て
き
た
。
プ
ラ
カ
ー
ド
に
は
「
ス

タ
ー
バ
ッ
ク
ス
は
税
金
の
フ
ェ
ア
な
負
担
を

し
ろ
」
と
書
か
れ
て
い
る
。

　

新
聞
情
報
に
よ
る
と
、
英
国
ス
タ
ー
バ
ッ

ク
ス
社
（
以
下
「
ス
タ
バ
社
」）
は
、
98
年

に
英
国
で
事
業
を
開
始
し
て
以
来
、
法
人
税

の
納
税
は
わ
ず
か
に
１
回
で
、
30
億
ポ
ン
ド

の
売
り
上
げ
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

８
６
０
万
ポ
ン
ド
の
税
負
担
で
あ
っ
た
と
い

う
。
15
年
間
も
英
国
で
事
業
を
展
開
し
て
納

税
が
一
度
だ
け
、
と
い
う
の
は
誰
が
考
え
て

も
不
思
議
な
話
だ
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

で
は
、
ス
タ
バ
社
は
ど
の
よ
う
に
し
て
租

税
負
担
を
回
避
し
た
の
だ
ろ
う
か
、
マ
ス
コ

ミ
報
道
に
よ
り
ス
キ
ー
ム
を
説
明
し
て
み
よ

う
。

　

ス
タ
バ
社
は
、
ロ
ー
ス
ト
し
た
コ
ー
ヒ
ー

豆
を
ス
イ
ス
の
関
連
法
人
か
ら
仕
入
れ
て
い

る
が
、
そ
の
仕
入
れ
価
格
を
市
場
価
格
よ
り

は
高
め
に
買
う
。
次
に
、
オ
ラ
ン
ダ
の
関
連

法
人
に
、
ス
タ
バ
社
の
使
用
す
る
商
標
や
特

許
、
接
客
マ
ニ
ュ
ア
ル
な
ど
の
使
用
料
を
支

払
っ
て
い
る
が
、
そ
の
支
払
い
を
多
め
に
す

る
。
さ
ら
に
、
米
国
の
関
連
法
人
か
ら
多
め

に
借
金
を
し
て
、
そ
の
利
子
を
返
済
す
る
。

　

こ
う
い
っ
た
ス
キ
ー
ム
に
よ
り
、
ス
タ
バ

ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
不
買
運
動

１
．
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
不
買
運
動

１
．

社
の
経
費
は
通
常
よ
り
増
額
さ
れ
、
そ
の
分

利
益
は
圧
縮
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

本
ス
キ
ー
ム
の
み
そ
は
、
取
引
相
手
が
自

ら
の
関
連
法
人
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
取

引
価
格
に
自
由
裁
量
の
余
地
が
あ
り
、
ま
た

使
用
料
な
ど
無
形
資
産
の
価
値
は
、
自
ら
の

法
人
の
中
で
形
成
さ
れ
た
も
の
な
の
で
、
客

観
的
に
計
測
し
が
た
い
と
い
う
点
に
あ
る
。

　

先
進
諸
国
は
こ
の
よ
う
な
租
税
回
避
ス

キ
ー
ム
に
対
し
て
、
移
転
価
格
税
制
や
タ
ッ

ク
ス
ヘ
イ
ブ
ン
対
策
税
制
な
ど
の
強
力
な

ツ
ー
ル
を
持
っ
て
い
る
。
ス
イ
ス
法
人
か
ら

仕
入
れ
る
原
材
料
価
格
が
通
常
の
取
引
と
比

べ
て
高
け
れ
ば
、
英
国
税
制
当
局
は
、
そ
の

スターバックス事件は
モラルの問題か

中央大学法科大学院教授　森信茂樹
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相
続
税
法
に
お
い
て
は
、

相
続
・
贈
与
等
に
よ
っ
て
取

得
し
た
財
産
の
価
額
は
、
時

価
に
よ
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
全
て
の
財
産
の
時
価
を
評
価

す
る
こ
と
が
極
め
て
困
難
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

納
税
や
課
税
の
実
務
で
は
、
国
税
庁
の
財
産

評
価
基
本
通
達
（
評
価
通
達
）
が
定
め
る
評

価
方
法
を
参
考
に
し
て
い
ま
す
。
評
価
通
達

は
、
上
場
株
式
及
び
気
配
相
場
等
の
あ
る
株

式
を
除
く
取
引
相
場
の
な
い
株
式
の
時
価
に

つ
い
て
、
評
価
会
社
を
大
会
社
（
従
業
員

１
０
０
人
以
上
等
）、
中
会
社
又
は
小
会
社

に
区
分
し
、
原
則
と
し
て
、
大
会
社
の
株
式

1.1.

争
わ
れ
た
事
案
に
つ
い
て
、
右
の
課
税
処
分

を
違
法
で
あ
る
と
し
て
取
り
消
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
判
決
で
は
、
株
式
保
有
特
定
会

社
の
取
扱
い
を
定
め
た
平
成
２
年
当
時
は
、

上
場
会
社
の
類
似
業
種
の
株
式
保
有
割
合
が

７
～
８
％
で
あ
っ
た
か
ら
、「
25
％
」
基
準

が
適
正
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
後
、
独

占
禁
止
法
の
改
正
に
よ
っ
て
株
式
保
有
が
弾

力
化
さ
れ
、
本
件
の
課
税
時
期（
平
成
16
年
）

に
は
、
平
均
的
な
株
式
保
有
割
合
が
約
16
％

と
な
っ
て
、
25
％
が
著
し
く
高
い
と
は
い
え

な
く
な
っ
た
こ
と
、
本
件
の
課
税
処
分
を
受

け
た
会
社
が
従
業
員
５
２
９
１
名
で
、
上
場

会
社
を
凌
ぐ
事
業
を
行
っ
て
い
る
こ
と
等
の

理
由
を
挙
げ
て
、
類
似
業
種
比
準
方
式
を
適

用
す
べ
き
で
あ
る
旨
、
判
示
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
判
決
は
、
取
引
相
場
の
な
い
株

式
の
時
価
を
評
価
通
達
に
よ
っ
て
評
価
す
る

こ
と
自
体
に
合
理
性
が
あ
る
と
認
め
た
も
の

の
、
大
会
社
の
株
式
保
有
特
定
会
社
の
取
扱

い
に
つ
い
て
合
理
性
を
否
定
し
た
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
　

国
税
庁
は
、
こ
の
東
京
高
裁
判
決
に
つ

い
て
、
上
告
を
断
念
し
、
評
価
通
達
の
一
部

を
改
正
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
改
正
の
内

容
は
、
今
ま
で
、
株
式
保
有
特
定
会
社
に
該

当
す
る
こ
と
に
な
る
株
式
保
有
割
合
を
、
大

会
社
が
25
％
以
上
、
中
会
社
及
び
小
会
社
が

50
％
以
上
と
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
全
て
の
評

価
会
社
に
つ
い
て
50
％
以
上
に
す
る
と
い
う

も
の
で
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
ご
質
問
の
場
合
に
は
、
従

業
員
が
３
０
０
名
と
い
う
こ
と
で
大
会
社
に

該
当
し
、
か
つ
、
株
式
保
有
割
合
が
30
％
で

あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
か
ら
、
こ
れ
か
ら
は
、

相
続
税
及
び
贈
与
税
に
お
い
て
、
通
常
の
大

会
社
と
し
て
、
そ
の
株
式
を
類
似
業
種
比
準

方
式
に
よ
っ
て
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
ま
で
、
大
会
社
に
該
当
し
、
株

式
保
有
割
合
が
25
％
以
上
で
あ
る
と
い
う
こ

と
で
、
株
式
保
有
特
定
会
社
の
株
式
と
し
て
、

相
続
税
及
び
贈
与
税
を
申
告
し
、
又
は
更

正
・
決
定
を
受
け
た
納
税
者
は
、
そ
の
相
続

税
及
び
贈
与
税
の
法
定
申
告
期
限
（
相
続
税

は
相
続
開
始
後
10
か
月
、
贈
与
税
は
翌
年
３

月
15
日
）
か
ら
５
年
以
内
で
あ
れ
ば
、
更
正

の
請
求
（
評
価
通
達
改
正
公
表
後
２
カ
月
以

内
）
を
し
、
相
続
税
等
の
還
付
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

3.3.

税務相談Q&A

を
類
似
業
種
比
準
方
式
に
よ
り
、
小
会
社
の

株
式
を
純
資
産
価
額
方
式
に
よ
り
、
中
会
社

の
株
式
を
そ
れ
ら
の
折
衷
方
式
で
評
価
す
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
大
会
社
で
あ
っ
て
も
、
株
式
保

有
割
合
が
25
％
以
上
で
あ
る
場
合
に
は
、
株

式
保
有
特
定
会
社
と
し
て
、
純
資
産
価
額
方

式
を
基
に
し
て
、
S1
＋
S2
方
式
に
よ
っ
て
そ

の
株
式
の
価
額
を
評
価
す
る
こ
と
に
し
て
い

ま
し
た
。（
こ
の
よ
う
に
、
類
似
業
種
比
準

方
式
の
適
用
を
制
限
す
る
会
社
に
は
、
土
地

保
有
特
定
会
社
な
ど
も
あ
り
ま
す
）

　
　

と
こ
ろ
が
、
東
京
地
裁
平
成
24
年
３
月

２
日
判
決
及
び
東
京
高
裁
平
成
25
年
２
月
28

日
判
決
は
、
株
式
保
有
割
合
が
25
・
９
％
で

あ
っ
た
大
会
社
が
株
式
保
有
特
定
会
社
に
該

当
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
類
似
業
種
比
準
方

式
の
適
用
を
否
定
し
た
課
税
処
分
の
適
否
が

2.2.

当
社
は
、
建
設
業
を
営
み
、
従
業
員
３
０
０
名
の
同
族
会
社
で
す
が
、
関

係
会
社
等
の
株
式
を
多
く
所
有
し
、
株
式
保
有
割
合
（
総
資
産
価
額
に
占

め
る
株
式
価
額
の
割
合
）
が
30
％
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
当
社
株
式
の

相
続
・
贈
与
の
課
税
に
お
い
て
、
類
似
業
種
比
準
方
式
に
よ
っ
て
評
価
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
株
式
の
評
価
方

法
が
変
わ
る
よ
う
で
す
が
、
そ
の
内
容
を
説
明
し
て
く
だ
さ
い
。

株
式
保
有
割
合
50
％
未
満

に
つ
い
て
類
似
業
種
比
準
方

式
の
適
用
が
可

持
株
会
社
株
式
の
評
価
方
法
が
変
わ
る
！

A Q

品川  芳宣
筑波大学名誉教授
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日
本
人
の

　

江
戸
時
代
、
農
民
、
町
人
は
公
然
と
名

字
を
名
乗
る
こ
と
が
許
さ
れ
な
か
っ
た
の

で
、
名
前
だ
け
で
は
本
人
を
識
別
す
る
こ

と
が
む
ず
か
し
く
、
日
常
生
活
に
不
便
が

生
じ
た
。

　

と
く
に
経
済
が
発
展
し
て
、
見
ず
知
ら

ず
の
人
と
の
間
で
商
取
引
き
が
盛
ん
に
な

る
と
、
相
手
を
正
し
く
確
認
す
る
方
法
が

必
要
に
な
っ
て
く
る
。
そ
こ
で
名
字
に
か

わ
る
も
の
と
し
て
、
商
人
や
豪
農
の
間
で

生
ま
れ
た
の
が
「
屋
号
」
で
あ
る
。

　

屋
号
は
家
の
通
称
で
、
今
で
い
う
商
号

の
こ
と
で
あ
る
。
伊
勢
屋
、
加
賀
屋
、
越

後
屋
な
ど
、
出
身
地
の
地
名
に
「
屋
」
を

付
け
た
も
の
が
多
い
。

　

明
治
に
入
っ
て
、
だ
れ
も
が
名
字
を
持

た
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
と
、
屋
号
を

そ
の
ま
ま
名
字
に
格
上
げ
し
よ
う
と
す
る

者
が
出
て
き
た
が
、
政
府
は
そ
れ
を
許
さ

な
か
っ
た
。

　

そ
こ
で
屋
号
の
文
字
を
部
分
的
に
変
え

た
り
削
っ
た
り
し
て
、
名
字
に
す
る
人
が

増
え
た
。
例
え
ば
加
賀
屋
は
「
加
賀
谷
」、

高
田
屋
は
「
屋
」
を
と
っ
て
「
高
田
」
に

す
る
と
い
っ
た
ぐ
あ
い
で
あ
る
。

　

ブ
ル
ー
ス
の
女
王
淡
谷
の
り
子
は
、
青

森
市
の
豪
商
大
五
阿
波
屋
の
長
女
に
生
ま

れ
た
。
生
家
は
明
治
に
な
っ
て
、
阿
波
屋

を
「
淡
谷
」
に
改
め
て
名
字
と
し
て
届
け

出
て
、
そ
れ
が
彼
女
の
芸
名
に
な
っ
た
。

　

ち
な
み
に
屋
号
は
、
松
坂
屋
、
高
島
屋
、

紀
伊
国
屋
な
ど
の
よ
う
に
商
号
と
し
て
、

現
代
を
生
き
抜
い
て
い
る
。�

（
横
目
正
）

高田さん、淡谷さんは屋号から

（25）

携帯電話料金を見直そう！

　家計の中の出費で、ここ数年、増えているのが通信費。
特に、携帯電話の金額が上がっています。
　総務省家計調査で見ると、2003年の平均の年間携帯
電話代は５万9264円でしたが、2011年には８万565
円にアップ。この間、電話料金そのものの単価は下がっ
ていますから、利用頻度が急激に上がっているというこ
とです。
　いっぽうで、固定電話の利用料金は減っていて、最近
は、固定電話を持っていないという人も増えているよう
です。
　携帯電話は、みなさん、様々なプランを使って、少し
でも料金が安くなるように工夫しているのではないかと
思いますが、中には、様々なプランが次々と出てくるの
で、よくわからないまま見直していないという人も多い
ようです。
　もしかしたらそのために、かなり高い電話料金を支
払っているかもしれませんよ。
　実は、携帯電話のプラン変更は、皆さんが思っている
よりも簡単にできます。まず、自分が使っている携帯電
話会社のサービスセンターに電話して、オペレーターに
つないでもらい、自分の名前と電話番号を言えば、過去
に自分が使った電話の記録をオペレーターが見ながら、
より良いプランの相談に乗ってくれるはずです。
　「○○さんは、メールよりも通話が多いので、××プ
ランにしたほうが、月△△△円ほど電話代がお安くなり
ますよ」などと教えてくれるのです。

　もし、それで納得したら、話しているオペレーターに、
「では、そのプランに変更をお願いします」と言うだけで、
何の面倒もなく、瞬く間にプラン変更できてしまうので
す。
　プランそのものの見直しも大切ですが、実は、プラン
はおおむね適正でも、夏休みや冬休みなどで仕事の電
話が減ってしまうような時には、一時的にプランを変え
てもらうということもできます。なぜなら、無料通話が
たくさんついているプランに入っていて、その無料通話
分が貯まっていると、期限が来たら抹消されたり、一定
額で抹消されたりしてしまうからです。
　たとえば、仕事で携帯電話を多く使うために、ドコモ
のＬＬバリュープランに加入しているＡさん。基本使用
料１万 3650円で、最大 733分（１万1550円）相当
分の通話が無料になっていますが、仕事の内容が変わり、
電話する回数が減りました。そのため、２か月で625
分相当の無料通話が未消化なままになりました。この未
消化分は、３か月目には消えてしまいます。
　そこでサービスセンターに電話して相談したところ、
１か月だけ基本使用料1957円のＳＳバリューにプラン
ダウンし、未消化分を使い切って、その後またプランを
戻した方がいいとアドバイスされました。これで、浮い
た電話料金は5000円以上になりました。
　ちなみに、サービスセンターへの電話代や相談料は無
料です。マメに相談して適正かどうか確認すれば、電話
代がもっと節約できるかも。
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が
飛
ん
で
き
て
、
私
の
三
味
線
を
打
ち
貫
き
ま

し
た
。
怪
我
の
な
い
の
が
幸
い
で
し
た
が
、
実

に
憎
ら
し
い
者
が
い
る
も
の
で
す
」。

　

聞
い
た
福
澤
諭
吉
は
内
心
驚
い
た
が
、
知
ら

ぬ
顔
を
決
め
込
ん
だ
（『
福
翁
自
伝
』）。

　

こ
の
回
想
で
大
坂
も
江
戸
も
夏
の
川
は
、
納

涼
舟
が
ひ
し
め
い
て
、
橋
は
夜
中
の
12
時
に
も

通
行
可
能
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

江
戸
の
橋
も
調
べ
る
と
、
今
日
に
通
じ
る
意

外
な
こ
と
が
ア
レ
コ
レ
あ
る
。

　

江
戸
幕
府
が
最
初
に
架
け
た
橋
は
両
国
橋
で

あ
る
。
明
暦
の
大
火
で
、
炎
に
追
わ
れ
人
々
が

大
川
（
隅
田
川
）
で
溺
れ
死
ん
だ
。
こ
れ
を
避

け
る
た
め
幕
府
は
架
橋
を
決
断
し
た
。
万
治
２

年（
１
６
５
９
）に
完
成
し
、
寛
文
元
年（
１
６ 

６
１
）
に
道み
ち

奉ぶ

行ぎ
ょ
うの

支
配
下
に
置
か
れ
た
。

　

両
国
橋
は
全
長
１
７
０
・
89
メ
ー
ト
ル
、
幅

７
・
27
メ
ー
ト
ル
で
、
上
流
下
流
を
眺
め
れ
ば
、

房
総
の
連
山
、
筑
波
、
日
光
、
浅
間
、
富
士
の

諸
名
山
が
望
め
る
。
江
戸
新
名
所
だ
が
、
20
年

後
の
天
和
元
年
（
１
６
８
１
）、
巨
大
台
風
で

半
壊
、
流
失
し
て
し
ま
っ
た
。

　

当
時
、
最
上
の
材
木
は
檜ひ
の
きで
、
総
檜
普
請
の

両
国
橋
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
檜
は
濡
れ
る
と
18
、

９
年
で
腐
る
。
伊
勢
神
宮
の
20
年
式
年
遷
宮
も

檜
の
耐
水
性
の
弱
さ
を
示
唆
す
る
。

　

む
し
ろ
槇
（
イ
ヌ
マ
キ
）
の
方
が
耐
水
性
が

強
く
、
40
年
以
上
持
つ
の
で
、
後
に
幕
府
は
槇

を
採
用
す
る
。
適
材
適
所
な
の
で
あ
る
。

　

さ
て
幕
府
は
、
早
く
も
台
風
災
害
の
５
日
後

「
両
り
ょ
う

国ご
く

橋ば
し

懸か
け

直か
え

奉ぶ

行ぎ
ょ
う」
を
旗
本
２
人
に
任
じ
、

上
州
沼
田
（
群
馬
県
沼
田
市
）
３
万
石
の
真
田

伊
賀
守
へ
橋
材
調
達
を
命
じ
た
。
工
事
は
江
戸

町
人
に
「
入
札
」
で
「
請
負
」
さ
せ
る
。
沼
田

真
田
領
か
ら
両
国
橋
用
の
材
木
を
伐
り
出
し
、

工
事
す
る
江
戸
町
人
に
送
る
段
取
り
で
あ
る
。

　

だ
が
、
３
か
月
後
に
は
沼
田
の
真
田
家
改
易
、

奉
行
の
旗
本
二
人
閉
門
、
沼
田
城
破
却
に
ま
で

発
展
し
た
。
架
橋
工
事
請
負
の
江
戸
町
人
か
ら

多
額
の
金
を
受
け
取
り
な
が
ら
真
田
伊
賀
守
が

材
木
を
出
さ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

身
分
制
度
の
時
代
で
も
、
大
名
が
江
戸
町
人

（
ゼ
ネ
コ
ン
）
と
の
違
約
や
詐
欺
を
す
れ
ば
、

幕
府
は
容
赦
な
く
大
名
を
取
り
潰
し
た
。

　

大
川
へ
の
２
本
目
の
新
大
橋
は
、
幕
府
が
合

計
９
６
７
本
の
材
木
と
現
金
２
３
４
３
両
３
分

と
銀
13
匁
６
厘
を
支
給
す
る
条
件
で
入
札
さ
せ
、

白
子
屋
伊
右
衛
門
が
「
晴
天
80
日
間
」
の
工
事

期
間
で
落
札
し
た
。
そ
れ
を
白
子
屋
は
52
日
間

の
工
事
で
完
成
。
28
日
も
短
縮
し
て
工
事
人
足

代
を
浮
か
し
た
。
手
抜
き
工
事
ら
し
い
。
時
に

元
禄
６
年
（
１
６
９
３
）
で
あ
る
。

　

そ
の
５
年
後
、
１
・
２
キ
ロ
南
に
永
代
橋
が

５
代
将
軍
綱
吉
の
「
寿
命
永
代
に
」
の
意
味
で

架
橋
さ
れ
た
。
２
人
の
町
人
が
請
負
、
架
橋
発

令
か
ら
完
成
ま
で
４
か
月
の
超
ス
ピ
ー
ド
工
事
。

し
か
も
上
野
寛
永
寺
の
大
造
営
中
で
、
そ
の
余

り
木
を
使
っ
て
の
け
た
。
請
負
の
２
人
の
利
益

は
、
１
人
１
万
２
千
両
、
計
２
万
４
千
両
、
と

い
う
（『
江
戸
真
砂
六
十
帖
』）。
で
、

　
「
永
代
橋
、
新
大
橋
と
も
大
破
に
て
、
橋
杭

は
腐
り
、
往
来
は
危
な
く
」
と
21
年
後
の
享
保

４
年
（
１
７
１
９
）
に
記
録
さ
れ
る
あ
り
さ
ま
。

異
常
に
早
く
橋
が
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
っ
た
。
粗
悪

な
材
質
と
手
抜
き
工
事
の
結
果
で
あ
る
。

　

時
の
八
代
将
軍
吉
宗
は
、
新
大
橋
を
架
け
替

え
、
永
代
橋
は
廃
橋
と
決
め
た
。

　

そ
れ
を
深
川
の
全
住
民
が
永
代
橋
の
払
い
下

げ
を
求
め
て
、
町
人
管
理
の
有
料
の
橋
と
し
た
。

修
理
費
は
檜
の
半
額
の
欅け
や
きで
も
６
１
２
７
両
也
。

い
か
に
永
代
橋
請
負
２
人
の
２
万
４
千
両
が
法

外
な
儲
け
か
わ
か
る
。

　

こ
の
修
理
で
も
10
年
も
持
た
ず
、
民
営
の
再

架
橋
と
な
っ
た
が
、
橋
賃
は
１
銭
か
ら
３
銭
に

ま
で
値
上
げ
し
た
。
そ
の
後
、
民
営「
永
代
橋
」

は
、
富
岡
八
幡
宮
祭
禮
で
落
橋
、
４
４
０
人
の

犠
牲
者
を
出
す
こ
と
に
な
る
。

　

極
め
付
き
は
こ
れ
。
文
化
６
年（
１
８
０
９
）、

菱ひ

垣が
き

廻か
い

船せ
ん

船ふ
な

積づ
み

仲な
か

間ま

が
両
国
橋
、
新
大
橋
、
永

代
橋
の
管
理
を
願
い
出
て
、
三さ
ん

橋き
ょ
う

会か
い

所し
ょ

を

作
っ
た
。
廻
船
の
流
通
業
者
が
公
団
方
式
で
江

戸
の
橋
を
管
理
し
た
こ
と
に
な
る
。

　

し
か
し
10
年
で
会
所
の
責
任
者
は
江
戸
追
放
、

町
年
寄
・
樽
家
の
当
主
は
自
刃
、
会
所
は
廃
止

を
命
じ
ら
れ
た
。

　

橋
の
維
持
管
理
費
と
会
所
運
営
資
金
を
米
相

場
に
投
じ
て
、
16
万
両
の
損
失
を
し
た
か
ら
で

あ
る
。
呆
れ
る
ほ
ど
現
代
に
通
じ
る
。

　

浮
世
絵
に
描
か
れ
た
江
戸
の
橋
は
、
今
と
変

わ
ら
ぬ
事
件
を
秘
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

両
国
橋
架
け
替
え
工
事
で

取
り
潰
さ
れ
た
大
名

両
国
橋
架
け
替
え
工
事
で

取
り
潰
さ
れ
た
大
名

手
抜
き
、
粗
悪
材
木
が
横
行

手
抜
き
、
粗
悪
材
木
が
横
行

　

幕
末
の
大
坂
で
書
生
暮
ら
し
の
福
澤
諭
吉
は
、

夏
の
深
夜
12
時
過
ぎ
、
難
波
橋
の
上
で
川
下
か

ら
三
味
線
の
音
を
聞
い
た
。「
忌
ま
忌
ま
し
い
。

あ
ん
な
奴
が
い
る
か
ら
こ
ち
ら
が
貧
乏
す
る
ん

だ
」
と
腹
を
立
て
、
手
に
し
た
小
皿
を
川
に
投

げ
つ
け
た
。
は
た
と
三
味
線
の
音
が
止
ま
っ
た

が
、
一
目
散
に
逃
げ
去
っ
た
。

　

そ
の
１
か
月
後
、
書
生
仲
間
が
あ
る
席
で
芸

者
の
歎
き
を
聞
い
て
話
題
に
し
た
。
そ
れ
は
、

　
「
１
か
月
ほ
ど
前
の
夜
、
お
客
と
舟
で
難
波

橋
の
下
で
涼
ん
で
い
た
ら
、
橋
の
上
か
ら
小
皿

大川の架橋工事をめぐる事件〈第 24回〉
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絵
の
相
違
点
７
か
所
あ
り
ま
す
。
頭
の
コ
リ
が
と
れ
る
か
な
？

答
え
は
こ
の
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。

パ
ズ
ル

夏号のパズルの答え ①短冊②竹の葉③口④湯気⑤「僕」→「私」⑥帽子⑦星（☆）のマーク

電子申告で
ビジネス快適 e-Tax
http://www.e-tax.nta.go.jp

！
e-Tax ホームページ 法 人 会

読
者
か
ら

▼
夫
は
石
巻
出
身
で
、
義
理
の
両
親
は
東

日
本
大
震
災
で
被
災
し
ま
し
た
。
幸
い
に

元
気
で
、
い
ま
は
、
市
内
の
み
な
し
仮
設

住
宅
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
今
年
の
ゴ
ー

ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
、
両
親
に
会
い
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

ま
ち
な
か
復
興
マ
ル
シ
ェ
に
行
き
、春
号
で
紹
介
さ
れ
た「
元

気
復
興
セ
ン
タ
ー
」
の
店
も
見
て
き
ま
し
た
。
店
の
前
に
は

仮
面
ラ
イ
ダ
ー
人
形
が
飾
っ
て
あ
り
ま
し
た
が
、
市
民
の
皆

さ
ん
が
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
の
よ
う
に
、
強
い
心
を
持
っ
て
前
向

き
に
頑
張
っ
て
ほ
し
い
と
願
い
ま
し
た
。

�

（
群
馬
県　

小
松
直
美
）

▼
被
災
地
の
復
活
は
並
大
抵
の
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。

買
い
物
を
す
る
と
き
は
な
る
べ
く
東
北
の
商
品
を
買
う
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
私
の
応
援
の
形
で
す
。
企
業
の
皆

さ
ん
、
会
社
の
研
修
旅
行
を
計
画
す
る
と
き
は
海
外
で
は
な

く
、
ぜ
ひ
、
東
北
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。
被
災
地
で
の
復
活

の
姿
、
人
間
の
強
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、
人
生
に
と
っ

て
プ
ラ
ス
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

�

（
長
野
県　

新
井
桂
子
）

▼
春
号
で
、「
姶
良
伊
佐
法
人
会
が
大
震
災
の
被
災
地
の
子

ど
も
た
ち
に
お
年
玉
」、「
富
山
法
人
会
青
年
部
会
が
ク
リ
ス

マ
ス
の
炊
き
出
し
」
の
記
事
を
読
み
、
時
間
が
経
過
し
て
も

忘
れ
て
は
い
け
な
い
こ
と
が
あ
る
こ
と
に
気
が
付
き
ま
し
た
。

い
ま
も
復
興
に
た
く
さ
ん
の
人
の
手
を
必
要
と
し
て
い
る
こ

と
を
知
り
、
自
分
も
何
か
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

（
愛
知
県　

青
山
奈
美
）

▼
春
号
の
健
康
バ
ン
ザ
イ
で
、
ノ
ロ
ウ
ィ
ル
ス
に
、
手
洗
い

が
最
も
効
果
が
あ
る
と
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。
保
育
園
の
孫

の
手
洗
い
は
実
に
上
手
で
、
指
先
か
ら
手
首
ま
で
実
に
き
れ

い
に
洗
い
ま
す
。
暑
い
夏
に
向
け
て
、
私
も
手
洗
い
上
手
を

目
指
し
て
い
ま
す
。�

（
東
京
都　

横
島
喜
代
子
）

▼
春
号
の
「
伝
統
芸
能
を
守
る
法
人
会
」
を
読
ん
で
、
多
数

の
法
人
会
が
伝
統
芸
能
の
継
承
普
及
に
力
を
尽
く
し
て
い
る

こ
と
を
知
り
、
心
強
く
思
い
ま
し
た
。
記
事
に
能
楽
学
習
の

話
が
出
て
い
ま
し
た
が
、
私
も
民
踊
舞
踊
を
続
け
て
い
る
一

人
と
し
て
、
こ
れ
は
大
事
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
若
い
人

で
習
う
人
は
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
日
本
人
の
音
感
に

は
響
く
も
の
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

�

（
福
岡
県　

藤
崎
和
枝
）

　

編
集
後
記

▼
特
集
「
植
林
す
る
法
人
会
」
に
多
数
の
情
報
を
い
た
だ
き
有
り
難

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
回
扱
え
た
の
は
８
法
人
会
（
県
連
）
で
し
た

が
、
他
に
も
、
地
元
の
自
治
体
、
住
民
と
一
緒
に
な
っ
て
、
各
地
の

法
人
会
が
地
域
の
社
会
貢
献
事
業
と
し
て
植
林
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
公
益
法
人
へ
の
登
録
（
公
益
、
一
般
と
も
）
状
況
は
５
月
末
で
、

単
位
会
が
４
３
５
会
、
県
連
は
35
会
が
申
請
・
登
録
済
み
。
未
申
請

は
７
単
位
会
、
6
県
連
の
み
と
な
り
、
11
月
の
申
請
期
限
を
前
に
い

よ
い
よ
大
詰
め
で
す
。

▼
全
法
連
Ｈ
Ｐ
の
「
法
人
会
リ
レ
ー
ニ
ュ
ー
ス
」
の
コ
ー
ナ
ー
に
、

リ
レ
ー
ニ
ュ
ー
ス
、「
が
ん
ば
ろ
う　

日
本
」
の
記
事
（
ほ
う
じ
ん

に
掲
載
で
き
な
か
っ
た
記
事
も
含
む
）
が
す
べ
て
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い

ま
す
。
各
会
の
活
動
の
記
録
を
ご
覧
く
だ
さ
い�

（
Ｊ
）

編
集
者
か
ら

▼
ご
意
見
・
ご
要
望
・
ご
感
想
は
、

〒
１
６
０
─
０
０
０
２　

東
京
都
新
宿
区
坂
町
13
─
４

公
益
財
団
法
人
全
国
法
人
会
総
連
合
「
ほ
う
じ
ん
」
係
へ
。

掲
載
者
に
図
書
カ
ー
ド
3
千
円
贈
呈
し
ま
す
。


